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大管長会のクリスマスメッセージ

今 世界中の人々がクリスマスを迎える準備 をして・・ます・ この 日は特別な 日です・願わ
くばすべ ての人々が，平和の君， メシヤ，世の貝費い主であるイエス ・キリス トのベ ツ

レヘムでの誕生 を祝 って下さるように。 、

アダム以来，予 言者たちは貝賓い主の誕生について語 ってきました。予言者イザヤ とニー
お と め

ファイは，キ リス トの誕生の数世紀前 に，イエスが処女からお生 まれになると宣言 しまし

た。 ミカ とアルマは，イエスの誕生の地 を予言 しています。 また， ダニエル とレーマン人

サムエルは， イエスのこの地上におけるみ業についてさらに詳し く述べ ています。ホセア

はイエスがエジプ トに逃れることにつ いて語 りました。

イエスの誕生に先立ち，古代の予言者たちは， イエ スの栄光に満 ちた貝費罪 と，復活の奇

跡について語 っています。彼 らは，主の誕生によ り全人類の復活への道が文字通 り開かれ，

ふさわ しい人に 「神の賜の うち最大なるもの」である永遠の生命が与えられるようになる

こ とを告げています。

主は，この世 における主のみ業の道 を備 える者 として最 も気高い予言者のひとりである

バプテスマの ヨハネをお遣わ しにな りました
。このように，主の誕生には数世紀にわたる

備 えがあ りました。古代の予言者たちと救い主 ご自身の言葉 に思いを寄せ，主の誕生 を祝

えます ように。そのために，主は私 たちになすべ き事柄 を幾つか教えて下さっています。

「自分 を愛するようにあなたの隣 り人を愛せ よ
。」(マ タイ22：39)

「施 しをす る時には
，…… 自分の前でラッパ を吹きならすな。」(マ タイ6：2)

「受 けるよりは与える方が
， さいわいである。」(使 徒20：35)

「勇気を出 しな さい
。」(ヨ ハネ16：33)

「敵 を愛 し
，憎 む者に親切 にせ よ。」(ル カ6：27)

「わ たしの兄弟であるこれらの最 も小 さい者のひ とりに したのは
，すなわち，わたしに

したのである。」(マ タイ25：40)

しか し私たちは，この季節に行なわなければな らない もうひとつの備 えについて考 えて

みる必要があ ります。それは，主の再臨に対す る備 えです。主は私 たちに，完 き栄光 をも

って再びこの世に来られることを繰 り返 して語ってお られ ます。何 という偉大な出来事 で

しょうか 。.私たちは主の再臨に対 して どのよ うな備 えをすればよいのでしょうか。この備

えについては， イエ スご自身が使徒たちに語 られた勧告に勝 るものはあ りません。
「もしわた しのいましめを守るならば

， あなたがたはわたしの愛のうちにおるのであ乱

それはわた しがわたしの父のいましめ を守 ったので，その愛の うちにおるのと同じである。」

(ヨ ハネ15：10)

そ してイエスは，戒めを守ることによってどのよ うな祝福が得 られるかを語っ.ておられ

ます。

「……あなたがたの喜びが満 ちあふれ る……
。」(ヨ ハネ15：11)

願 わ くばこの季節が全人類に とって喜びに満 ちた備えの時 とな りますように。
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愛 する姉妹の皆さん・私が扶助融 の存在
とその大切 さに初めて気付いたのは， ま

だごく幼い頃の ことで した。

私の家族は私が3歳 の時にソル トレーク ・

シティーか らア リゾナに引 っ越 しました。 そ

の時す でに母には6人 の子供が いて，ア リゾ

ナでさらに5人 の子供 を産みました。 しか し

その間，母はずっとワー ド部扶助協会会長 で

した。

新 しい土地では，共同井戸 を使 っていまし

た。また，夜 ともなれば網戸に虫がびっしり

張 りついて外が見えな くなるといった有様 で

した。そ うした中で腸チフスやそのほかいろ

いろな病気が流行 しました。けれども，病院

も看護婦 も皆無で，心得のある者 といえば仕

事 をもてあまし気味の医老がひとりとい うお

粗末な医療環境 でした。

最近私が読んだ母 の日記に，次のよっに，

書かれていました。「子供たちをルーズにあず

けて，ス ミス姉妹のお宅に行ってきた。彼女

は双子のひ とりをな くしたばか りで，ほかの

子供 たちも腸チフスで重体 である。」「きょう

は一 日中，姉妹たちと一緒に，ジ ョーンズ姉

妹のふた りのお子 さんの埋葬衣 を縫った。」こ

のようなことが沢山書かれています。扶助協

会に対する私の最初の認識はこれでした。こ

のような仕事は現在 もある程度行なわれてい

ると思います。 とい うのは，扶助協会の仕事

家庭訪問の理想

大管長

ス ペ ンサー ・W・ キ ンボール

には霊 的なことや倫理だけでな く，ワー ド部

の人々の物的福祉 も含 まれるか らです。

私は訪問教師について考 えるたびに，その

責任が，「常に教会員を守護 し(月 に20分 間 で

はな く常に)，彼 らと共にありて彼 らを強 くす

べ きもの とす(家 庭 を訪問す るだけでな く，

彼 ら.と共にいて励まし，力づけ，強 くす る)。
よ こ し ま か た くな

また……邪 曲なきよう，……頑固なることの

なきよう， また虚言，蔭 口，悪 口などもな き

よう注意すべきものとす」(教 義 と聖約20：53

-54)と い うホームティーチャーの責任に，

多くの点で似ていると思います。

これは何 と素晴 らしい機会でしょっ。 とこ

ろが，このことを忘 れて，天候のこ とや政治，

ワー ド部の行事やワー ド部の分割，監督会 の

再組織，扶助協会会長会の再組織，あるいは

議論や批判の種 となるワー ド部 の様 々な事柄

な どに話の花を咲かせ る人が 多いのが現状 で

す。 しか し，ふた りの姉妹 たちには，有害な

話 を控えて，代わ りに教会 とその教え，教会

の方針，活動など，教会 を強 くする話題に姉

妹たちの心 を向けることのできる素晴 らしい

特権が与えられているのです。

私の見 るところ， このプロ グラムには何の

強制 もあ りませ ん。あるのはただ励 ましと愛

のみです。私たちの愛によって改宗 し，愛に

よって励みを得る人々が多いことにただ， 目

を見張るばか りです。私たちは，教会員のみ
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と

ならず，非教会員にも，「警告を与え，釈 き，

勧め且つ教 えて，キ リス トに来 る様すべての

人々を勧誘」(教 義 と聖約20：59)し なければ

なりません。

立派な働 きがで きるように，訪問教師は気

高い 目的を持ち，それ をいつ も心に留めて，

大 きなビジ ョン と，決 して冷めることのない

熱意 と，積極的な態度，それに大 きな愛を持

つ必要があ ります。

教義 と聖約の中では，「この 『みた ま』は，

信仰 の祈 りによ りて汝 らに与えらる。而 して

汝 らもし 『みたま』を受けざる時は教 うべか

らず」(教 義 と聖約42：14)と 言っておられま

す。皆 さんの働 きが神権者の働 きに似ている

とすれば，皆 さんは 「聖書 と完全なる福音 を

載せたるモルモン経 とに誌 されたるわが福音

の原則」(教 義 と聖約42：12)を 教 えなければ

な りません。一単なる倫理 を教えるのではない

のです。けれども皆さんには，その福音の原

則を調べ，理解 し，霊感の導 くままに相手の

姉妹にそれを伝えるに当たっては自由があ り

ます。人それぞれに別 々のアプローチ と，別

々の結論 と，別々の証の仕方があ ります。

当然のことながら，教師は 自分の教 える事

柄 をみずから守らなければなりません。しかし，

私 たちは時 としてこのことを忘れがちです。

教 える事柄 はみずか ら守ることが必要です。
いましめ

「またわれ汝 らに一つの誠 命を与 う
。すな

わち汝 ら互いにこの王国の教義 を教ゆべ し」

(教 義 と聖約88：77)と ， 主は言われ ました。

ただ訪問 し，友達になるだけで満足 しては

な りません。もちろん友情 は大切です。しか

し，友情を築 くのに，生命 と救 いの永遠の原

則 を教 えることに勝 る方法がばたしてあるで

しょうか。

あなたの証が強力な手段 とな ります。だれ

もあなたの証に応酬 した り，証を無にしたり

はできません。聖書の研究に一生 を捧げる聖

書学者は大勢います。彼 らは私たち以上に聖

凄
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句に通 じ，弁 も立つか もしれませ ん。 しか し，

だれひとり私たちの証に応酬す るこ とはでき

ないのです。彼 らは反論 できず， 口をつ ぐむ

ことでしょう。いつ も型にはまった証 をす る

必要はありません。証にはいろいろな仕方が

あ ります。

訪問教師は訪問先 の姉妹 たちを導けるよう

になることが大切です。活力 とビジョンと真

心において， また証 において，卓越 した女性

となることが必要です。 とりわけ，論破でき

ない証を持つ ことが大切です。

教義 と聖約38章 に次の ような感銘深い聖 句

があ ります。

「されど
，誠にわれ汝らに告 ぐ，汝らわが

任命 したる職に応 じて互いに教 え合 うべ きな

り。

ことご とくの者(こ れは女性 をもさす と思

います)， 兄弟(姉 妹)を 己が身の如 くに思い，

わが前に徳 と聖 きを履み行 うべ し。……
も

汝らの中誰か十二人の息子 を有っに， その

一人にのみ偏 よることをせ ざればその子 たち

よ く父に仕 う。然るに，すなわち一人に向い

て汝礼服を着けて此所に座せ よと言い， また
かし こ

他に向いて汝ぼ ろを着て彼所に居れ と言い，

しか も息子たちに向いて，見よ，われ公平な

りと言っことを得んや。
たとえ

見よ，こは一つの比喩 を以て汝 らに語 ると

ころなれど，正にわれ在 るが如 く真 なり。わ

れ汝 らに向いて言わん，汝 らひとつ となれb

もしひとつ とならずば，汝 らはわが ものにあ

らず。」(教 義 と聖約38：23-24，26-27)

ぼ ろ を着ている姉妹たち，す なわち霊 のぼ

ろを着ている姉妹たちは大勢います。た とえ

に言われているように，豪華な霊の礼服 を与

えられている人々 もいます。私 たちは責任に

ついて多くの話 をします。しか し，実際に家

庭を訪問 してぼろを礼服 と交換す る特権 は，

皆さんにあるのです。
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私 たちは責任についてよく話 しますが，「今

朝は家庭訪問をしな くてはならないんです」

と言 う時はすでに熱意 と自覚 と目標 を失 って

います。そうではなく，「きょうは待 ちに待っ

た日だわ。姉妹 たちの家に出掛 けて行 って励

ましてあげ献れるので っれ しいわ」 と言 え.る

ようであって滋 しい と思 います。

皆さんには責任があ ります。皆さんは正 し

い権威によって.神から召されているのです。

主は次の ように言われました。「われの汝らを

清浄にせ んため，わが前に汝 らの心 を潔め，

また汝らの手 と汝 らの足 とを清めよ。

か くて， われは汝らがこの悪 しき世の血に

ょりて汚れ ざることを，汝らの父に して汝ら

の神 なるわが神に証 をなし……」(教 義 と聖約

88：74.一75)と 。

たとえ訪問先の妹姉が素っ気無か った り，

訪問 をあまり喜 ばなかった りしたとして も，

その家を避けてはな りません。その姉妹 を無

視 してはな りません。

ホームティーチャーや訪問教師の受け持つ

家庭は，4軒 ，5軒 ，6軒 ，あるいは7軒 と沢山

ですが，軒数が多いか らといって，彼 らに霊の

ぼろを着せておいてもよいということではあ

りませ ん。また，家庭 を訪問する時は，無益

なおしゃべ りや感情的な言葉があってはな り

ません。皆さんが訪問する目的は人 を救いに

導 くことなのです。 また，皆 さんの訪問 を受

けて，新 たな視野 と新 たな理解 を得て，教会

に活発になった人々 も大勢 います。皆 さんは

カー テンを引き開け，彼女たちの視野を広げ，

新 しいものを与 えました。彼女たちは一生の

間そのことを口にしないか もしれませ ん。しか

し，皆 さんはそのような働 きを行なったので

す。

ご承知 のように，皆さんはこれらの姉妹 た

ちを救 うばか りでな く，その夫や家庭 をも救

っている.のです。姉妹が少 し不活発であった



り，教会のこ とにあまり関心 を示さなかった

pす ると，その こ主木が もっ と不活発になっ

た り，子供 たちがプ ログラムにいい加減にな

った りす ることが少なか らずあ ります。もち

ろん例外はあ りますが，そのような人.々は方

々で少しずつ そのことで嘆いていることでし

ょう。神の王国に溶け込めずにいるのです。

ですか ら，皆 さん には大切 な仕 事が あ りま

す。「少 ししか まかない者は，少 ししか刈 り

取 らず，豊 か に まく者は，豊かに刈 り取 る

こ とにな る」(IIコ リン ト9：6)と ，パ ウ

ロは言 っています。私 たちは言葉だけではま

った く実 りを得られません。心 を言葉 に込め，

精神 を整え，計画することです。訪問する 日

の朝に，断食をする姉妹が どれだけいるで し

ょうか。それが 必要 か どうかは分か りませ

ん。 しか し教会には，要求 されな くても自発

的に したいと思 うこ とが沢山あるものです。

ただ家 を訪ね， ドアをノックし，一時 を過 ご

し，帰ってきて報告す るとい うことだけでは，

ちょうどパウロの言 う 「空を打つような挙闘」

(1コ リン ト9：26)を している入に似てい

て，何の進歩 も見 られ ません。私たちは前向

きの態度 をもって，望 まれている働 きをす る

必要があるのです。

どの地方にも，訪問 を拒む姉妹 たちがいる

のではないか と思 います。不承不承家の中へ

入れる姉妹 たちもいることでしょう。 しか し，

皆さんの訪 問をまだかまだか と待 ちかねてい

る姉妹 たちもい ます。

家にいるのに ドアを開けない人や， ドアを

開けて も笑顔 を見せない人，仕方無 しに中に

入れて も本心は来訪 をいやが っている人， こ

のような姉妹たちに対 しては，「祈 と断食とに

よらなければ」(マ タイ17：21)と い う主の勧

めに従 うとよいでしょう。

皆さん御存 じの よう.に，主は無形の方法，'

手段，力を用いて人々の心 を動か されました。

アルマの ことを覚えておいででしょうか。教

会員 を迫害 していたアルセが，翌 日には教会

の偉大な擁護者となった話を。(モ ーサヤ27章

参照)パ ウロを禦存 じでレ率うかr聖 徒 を迫

害 し，投獄 していたパゥロが，数 日の うちに

会堂で福音 を力強 く説 くようになった話 を。

(使徒9章 参照)な ぜその ように変わったの

でしょうか。それは知恵ある主によって もた

らされた無形の力があったからです。主が彼

らの心 を動かされたのでした。主はほかにも

いろいろなことをなさいました。私たちはも

ちろん，それが何であるか を知 っています。

「でも
，あの入が 変わ るはず が あ りませ

ん」 と言 う人が あるか もしれませ ん。 しか

しそのような人の心 もかならず動かせ ます。

そして，教会に来るよう導 くことができるの

です。ジ ョン ・テイラー大管長 は，適切 な人

が適切 な時に正 しい精神 をもって正 しい方法

で適切 な手だて を講 じるな らば，改宗 しない

人はいないと語っています。先の ように言 う

人はこの適切 さを全部 は満 たしていなかった

のです。けれども，そうす るこ とが，はた し

て不可能だ と言えるでしょうか。

モルモン経の最初の書にもどって，読んで

みたいと思います。ニーファイは次のように

言っています。

「私 は主が命 じた もうたことを行 って行 う
。

私は，主が命 じたもうことには，人がそれを

為 しとげるために前以てある方法が備 えてあ'

り，それでなくては，主は何の命令 も人に下 し

たまわないことを承知 しているからである。」

(1ニ ーファイ3：7)

私 た ちにはできるのです。私たちは 「でき

ない」 とい う言葉 を言わないように しなけれ.

ば な りません。

主が あなたを召されたら， あなたはそれを

受けるでしようか。それとも，ワー ド部の会

長があなたを召したと考 えるで しょうか。ワ

5



一 ド部の会長から召されたのであればできな

いかもしれません。 しか し，神が正 しい系路

を通 じてあなたを召されたのであれば，最善

を尽 くせばあなたはか.ならずできるのです。

落胆するのは簡単 です。やめるのは簡単 で

す。しか し，失敗 してはな・らないのです。ニ

ーファイが周囲の状況が整っていない時に出

掛けて行って， しんちゅう版 を手.に入れ られ

なかった次第につ いては，皆 さんご承知で し

ょう。兄たちも手に入れることはできませ ん

でした。彼 らはそれ を買 うことがで きませ ん

でした。レーバンの手か らそれを買い取るこ

とはで きなか ったのです。また， あえて屋敷

に押し入ることもできませ んで した。命が危

うかったか らです。 ところが，少年ニーファ

イは，何ひ とつ武器 も持たずに町へ入 り，立

ちはだかった壁 と閉 ざされた門を くぐり，立

ち入れないはずの庭へ踏み込み，鍵のかかっ

た倉に入 り，大勢 の兵士の中を通 り抜けて，

子孫たちを不信仰 の滅びか ら救 う記録 を両腕

に抱えて帰ってきたのでした。(1ニ ーファイ

3-4章 参 照)

ニーファイは不可能なことを行 なったので

す。なぜ なら，主には不可能 なこ とはないか

らです。私たちが主の側に立ち，主か ら召 し

を受け，戒めを与えられる時，私 たちの活力

と努力，計画，祈 りが仕事に見合 うだけ十分

なされれば，その仕事 は当然達成されること

でしょう。

私たちは常に心の中に誠実 さと謙遜 さを持

ち，主に対 して全幅の信頼 を寄せ なければな

りません。

愛が最大の律法であることを忘 れないで下

さい。主はふたつの大切 な律法 を問われた時

にこう答えられました。「『心をつ くし，精神

をつ くし，思いをつ くして，主なるあなたの

神を愛せよ』。

これがいちばん大切 な，第一のいましめで

6

あ る。

第二 もこれと同様である，『自分 を愛するよ

うにあなたの隣 り人を愛せ よ』。」(マ タイ22：

37-39)

主は，隣人 とはだれであるかを教えられ.ま

した。隣人 とは今 身近 にいない人であ り，旅

人であ り，傷ついた人であ り，生活に窮 して

い る人です。あらゆる入が私たちの隣 人です毛

皆 さんが訪問す る姉妹 たちは皆さんの隣人で'

す 。責任を果たすために訪問することと，隣

人に完全な福音の知識を携えて行 くこ ととは

同じ訪問でも目的が異な ります。先程述べた

ように，皆 さんは何で もで きるのです。

作家のロイ ド・C・ ダグラス(1877-1951

年)は 次のように書いています。「自然はいつ

も，それの盲 目的な， しか し整然 とした経過

を脅かす ものに反抗した。木は生長 を妨 げる

壁に何年 も緩 やか な声 な き戦 い を挑んでき

たが， 目に見える進展はなかった。 ところが

ある日，壁は倒れた。木が突如 として異常 な

力を発揮 したためではない。 自衛 と脱出の辛

抱強い労苦が実ったのである。長 く幽閉され

た木が己れを解放 し， 自然が我が道を進んだ

のであった。」(ロ イ ド・C・ ダグラス，7勉

Roろθ「聖衣」)

皆 さんにはそれがで きます。壁を倒 し，石
つる

を割る細い蔓，小 さな根の ように，人々に影

響 を及ぼ し，悪 しき錨 を断 ち割 うて活動の場

に連れもどす ことができるのです。それは可

能なのです。

栄えある働 きに携わ り，愛ある人格 をもっ

て人々に影響 を投げ掛ける姉妹の皆 さんを，

神が祝福 され ます ように，イエス ・キリス ト

のみ名 によりお祈 りします。アーメン。

　(
ソ ル ト レー ク ・モ ニ ュ メ ン トパ ー ク ス テ ー

キ 部 訪 問 教 師 大 会 に お け る 話 ，1958年9月16

日)
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キ リス ト生誕の聖なる出来事からは学ぶべ
き事柄が非常に多い。そのために，私た

ちは何かひとつの事柄だけ を強調することを

一般 にため らう
。 しか し，皆さん と一堂に会

したこの場で，あえてそ うすることを許 して

いただきたい と思 う。

近年私の心にかかって離れないひ とつの こ

とは， これが極貧の物語であるということで

ある。ルカが，「客間には余地が なかった」と

書かずに，「客間には彼らのいる余地がなかっ

た」(ル カ2：7)と 書 いたことに，特別な意

味はなかったか と考 えるのである。確かでは

ないが，当時において も現代 と同様に，金が

ものをいったのではないか と思 う。 ヨセブ と

マ リヤに金や地位があったら，混雑 した時期

にも宿は見付かったことだろう。

霊感訳聖書の記述も，「宿屋で彼らのために

部屋を与えて くれ る者はまったくいなかった」

(霊感訳2：7)と ， 彼 らが有力者の知己を

持 たなかったことを示唆 しているように思 う。

1藪

胴
縫

1繍鞍 轟

i鵜

：.鋭'〃 「

鯉騰
歴史家の推量 をうのみにはできないが，こ

のふた りが非常に貧 しかったこ とは分か る。

出産後に清めの捧げ物 をした時，彼らは小羊

の代わ りに，主がモー セの律法の中で貧 しい

者の負担を軽 くするためにその代替 として認

めてお られる山ば とを捧げている。(レ ビ12：

8参 照)

後 に賢人たちが贈 り物 を持って訪れ， この

出来事に光彩 と富貴 を添えたが，彼らは少な

く見積 もっても数百キロの遠方(お そらくは

ペルシャ)か らや って来た と思われる。した

がって， イエスの誕生の晩に到着 したとすれ

ば，星が現われ るず っと以前に出発 していな

ければならない。 しか し， これは考えられな

いこ とである。事実，マタイは彼 らが着いた

時， イエスは 「幼な子」で，家族は 「家」に

住んでいたと記録 している。(マ タイ2：11)

こ こに，私たちが この季節に心すべ き大切

なこ とが語 られているように思 う。当時イエ

スの生誕に対 して贈 り物が捧げ られ， これが
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現在のごちそうや飾 り物やプレゼン トの原点

となっている。 しかし，たとえわずかな時間

でも，それに先立ってひ とりでイエスの生誕

の意義を考 える静かな時間を過 ごすようにす

べ きではないだろうか。

黄金 と没薬 と乳香が謹んで捧 げられ，感謝

して受け取 られた。私 たちの贈 り物 も，毎年

いつ もそうであ りたいと思 う。私の家族は知

っているが，私は贈 り物のや り取 りにす ぐめ

まいを起こして しまう。

そのために，私 も皆 さん と同 じように， こ
ごうしゃ

の世の豪奢な品々の無いあの簡素な，貧困 と

も見える一夜のことを思い出す必要がある。

私たちの献身の対象，素朴で神聖 な対象，ベ

ツレヘムのみどり児のことを考えて こそ，贈

り物をすることがなぜ似つかわ しいか，その

訳が分か るのである。

最近，私は父親 として， ヨセブの ことをよ

く考えるようになった。ヨセブは，言葉数は

少ないがたくましく，生ける神の御子の育て

の親 として他のだれ よりもふさわ しかった。

しか し，ほとん ど名 を知 られなかった。イエ

スに働 くことを教 える者 として， あらゆる者

の中か ら選ばれたのが ヨセ ブであった。律法

の書をイエスに教 えたのもヨセブであった。

また，仕事場以外に，イエスに，自分がだれで，

やがてどのような者になるはずであるかを理

解 させ るように努めたのもヨセブであった。

私の長男が生 まれたのは，私がブ リガム ・

ヤング大学の大学院1年 を終了 したばか りの

時であった。ヨセブとマ リヤほ どではないま

でも，私たちは非常に貧 しかった。妻 と私は

ふた りともアルバイ ト学生で，その上家賃の

足しにアパー トの管理 人の仕事 を引き受けて

いた。新 品を買 うお金 もなく廃品同然のバ ッ

テ リー を積んだ小 さなフォルクスワーゲンを

使 っていた。

それでも，特別の夜を迎えるに当たって，

私はできる限 りのことをしようとした。自分

の将来 を抵当に してで も，妻にはさっぱ りし

たシーツ と，無菌の器具 と，親切 な看護婦 と，

8

.熟練 した医師 を初めての子のために用意 した 「

い と思った。妻か子供に最高の私立病院での

治療が必要 であれば，命を張ってでも治療 を

受けさせたことだろう。

私はその気持ち(そ の後の子供たちに対 し

て も同 じ気持 ちを抱いていた)を ，友 も血縁

もな く，助けようとす る人 もいない見知 らぬ

町の通 りを歩む ヨセブの気持ちに比べてみる。

マ リヤは，出産直前の最 も苦 しい時期に， ガ

リラヤのナザレからユ ダヤのベ ツレヘムまで

およそ160キ ロ を徒歩か馬上の旅 をした。ヨ

セブはマ リヤの無言の勇気に涙 したに違いな

い。ふた りは人知れず家畜のいるほら穴の う

まやへ下 り，そこで神の御子の誕生 を迎 えた

のである。

家畜のふんや くず を片付けながら， ヨセブ

の胸中は どの ようであっただろう。急いでき

れいなわ らを捜 し，家畜 を別な場所へ移 しな

がら， ヨセブは悲 しみを感 じたのではないだ

ろうか。「こんなに不潔で，病気の危険が大き

くて，ひ どい環境の下に生 まれ る子がいるだ

ろうか。これが王の誕生にふさわしい場所だ

ろうか。神の御子の母親が，このような汚れ

た見知 らぬ所で死の陰の谷 を歩んでよいのだ

ろうか。少しでも妻の楽を望むのは よくない

ことだろうか。御子がこんな所で生 まれて よ

いのだろうか」 と， ヨセブは考 えなかっただ

うつか。

だが， ヨセブは不平 をもらさず，マ リヤは

嘆かなかった。ふた りはもっと多くのことを

知 ってお り，最善 を尽 くしたのであった。

その時，おそ らくこのふた りは，生まれて

くるみどり児が，生 まれる時 も死ぬ時 も，人

のあ らゆる苦痛 と失意のさらに下まで落 ちる

必要があることを知 っていたのであろう。イ

エスはそのようにして， 自分は惨めな環境の

下に生 まれたと思 う人々に助けの手 を差 し伸

べた もうのである。

私はマ リヤのことも考える。歴史上で最：も

恵まれた女性， まだ少女の時に，自分の一生

のみならず，人類の将来をも変 えたあの言葉



勝

を天使から受けた女性である。「主にいと恵ま

れた処女 よ，おめでとう，主があなたと共に

お られ ます。あなたは選ばれ，祝福 された女

です。」(霊 感訳ルカ1：28>マ リヤの人格 と

備えの深 さが，純真 さと円熟 とを示す返答に

よく表 れている。「わたしは主のは しためで

す。お言葉どお りこの身に成 ります ように。」

(ル カ1：38)

私 が深 く胸 を打たれるのはこれである。 自

分が生け る魂 を宿 したことを知 り，胎内で生

命が育つのを感 じ，やがて子供 を出産す る，

その母親の気持 ちを想像 する時であ る。その

ような時に父親 は傍 らに立 って見守るだけで

あるが，母親は身 をもって感 じ，決 して忘れ

ることがない。ここでまた，ベツレヘムの聖夜

についてのルカの繊細な言葉が思い出される。

「マ リヤは月が満 ちて
，初子 を産み，布に

くるんで，飼葉おけの中に寝かせた。」(ル カ

2：6-7>こ の簡潔な言葉が私たちの耳に

響 く。み どり児に次いで，今度はマ リヤが主

役であ り，王妃 であ り，母の母 であ り， きわ

めて劇的なその情景 の中心人物 である。また

この言葉は，愛す る夫 を度外視 して，マ リヤ

ただひとりを語 っている。

ここで初子 を抱 くまだ幼さを残 した うら若

い女性は，出産に当たって，母か叔母か姉 か

友達かに近 くにいてほ しい と思わなかったで

あろ うか。この ような貴い子供の出生は，ユ

ダヤ 中の産婆の世話や助けを受けるに値 した

はずである。マ リヤの手 を取 り，額 を冷や し，

産みの苦 しみを終 えた後に彼女 をひんや りし

た清潔な寝床の上で休ませ てあげられたらと，

だれ しもが思 う。

しかし，現実はそうではなかった。ヨセブの

不慣れな介添えだけで，マ リヤ は自分で初子

を産み，あらか じめ用意 して きた小 さな布 に

くるんで，干 し草 を枕にして寝かせたのである。

その時，幕の両側 で天の軍勢が歓声 を上げ

た。「い と高 きところでは，神 に栄光があるよ

っに，地の上では，み心にかなう人々に平和

があるよ うに。」(ル カ2：14)

しか し天上の証人たちを除けば， そこにい

たのはただ3人 ， ヨセブとマ リヤ とイエスと

名付けられたみ どり児だけであった。

人類史上 の焦点 ともい うべ きこの時に当た

って，新 しい星に照らし出された光景はその

目的を語っていた。おそ らく，ほかにだれも

目撃者はいなかったであろう。貧しい若い大

工 と，美 しい処女の母， それに聖 なる場景 を

告げるすべ のない うまやの物言わぬ動物 たち

以外には。

やがて羊飼いが訪れ，後に東方か ら賢人た

ちが来 る。しか し最：初は，おもちゃもツ リー

も飾 りもない，小さな家族だけであった。み

どり児が生 まれた。それが最初 のクリスマス

である。

「つちより出で し人を活か しめ
，つ きぬ生

あ

命を与 うるために，いま生れ ましし君をたた

えよ」(讃 美歌205番)こ のように私 たちが歌

っのは， このみ どり児のことである。

おそ らくイエスはその贈 り物 と誕生 とご自

身の幼年時代 を思い出し，天国に住む者には

その純粋 さと信仰 と心か らの謙遜さが必要 な

こ とを思いながら，慕い来 る幼 な子たちのつ

ぶらな目(イ エスの真実の姿をいつ も一番よ

く見ていた目)を 見詰めては幾度もこう言わ

れたに違いない。「心 をいれかえて幼な子 のよ

っにならなければ，天国にはいることはでき

ないであろう。」(マ タイ18：3)

ク リスマスは，いつの時代 にあっても子供

たちのものである。私の大好きなクリスマス・

キャロルが子供の歌 であるのは，そのためな

のだ と思 う。私 はとりわけ思いを込めてこの

歌 を歌 う。

「ねどこもな く エ スさまは

かいばおけに ねんね した……

わたしのす きな エスさま

いつ もそばにお りたまえ

エスさまはいつ も わたしのそばにいて

ま もりたまえrこ どもたちみな

あなたのみ くにに.み ちび きたまえ」

(子供の歌F-2)

9



思 いや りある

予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

ケ ネ ス ・W・ ゴ ッ ドフ リー

過 去16年 あまり教会歴史を教え・教会の初

期の歴史を深 く研究 してきた中で，私が

予言者 ジョセブ ・ス ミスの素晴 らしい特質の

ひとつである と知 ったこ とに，彼の優 しさが

ある。彼はこの大いなる特質 を一生涯保 ち続

け，あらゆる人種の人々，またあ らゆる動物

にこれを示 した。彼は ミズー リ州 リバティー

の牢獄に数名の聖徒 たち とともに捕 えられて

いた時，妻のエマに何度か手紙を書いた。その
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中で，子供たちの健康や霊的な状態 を何度 も

尋ねてい る。 また興味深いことに， ある手紙

では，エマに息子たちや娘たちのことを知 ら

せてほしい と書いた くだ りで，愛鳥のジ ョア

ンナ と，かわいが っていた犬のオール ドメイ

ジャーの ことを尋ねている。

ジョセブ とエマがマー ドック家の双子 を養

子に し，オハイオ州ハ イラムの襲撃 に生 き残

ったジュリア を我が子同然に育てたことはよ



く知 られている。 このジュ リ.アは極度に苦 し

い結婚生活を経験 した後，エマ ・ス ミスのも

とに帰 り，娘時代 と変わ らない愛に包まれて

過 ごした。初期 の教会貝の 日記 には当時の教

会員の思いや りある行為が幾つ も記されてい

るが，現在 それにつ いておそらくあま り知 ら

れていないと思 う。

1841年 ， 父のジョン ・ウォー カー，母の リ

デ ィア ・アダムス ・ホームズ ・ウォー カー，

それに10人 の子供たちか ら成る一家が ノー ヴ

ーに引っ越 してきた。信仰篤いこの一家は，

1838年 と1839年 の あの恐怖時代 に，ハウンズ

ミルの大虐殺 とミズー リ人の迫害 を逃れて生

き延びた人々であった。彼 らは極貧の状態で

あったが， しか し希望 と期待を もって，モル

モンの首都にたどりついた。そ してその夜，

父の兄弟の家で，ジ ョセブ ・ス ミスに紹介 さ

れたのであった。その後，夏にウォーカー家

をマラ リア熱が襲い，ウォーカー姉妹が手の

尽 くしようのない状態に陥 った時， ジョセ ブ

はそれを聞 きつけてエマ とともに駆け付けた。

そして，所が変 われば健康状態 も良 くなるだ

ろうと，この姉妹を自宅に引き取 った。しか し

しば らくして， まだ病身の リデ ィアは，長期

間子供たちと離れているのに耐 えられず， 自

宅に帰 して くれ るよ うに頼んだ。す でに冬に

入っていたため，ベ ッ ドをそ りに積み，体 を

毛布 で覆 って， リデ ィアは大事 に家に運ばれ

た。子供 たちの所に帰 った彼女は子供 たちを

集め，真理か ら決 して離れずに，「苦 しみ も

苦痛の涙 もない世 界で」再会できるように立

派な生活をしてほ しいと語 った。そして両 目

を閉 じる と，「彼女の麗 しい霊は，優 しい顔に

こりごりしい笑みを残 して他 界した。」

ウォーカー妨妹 は死に，10人 の子供たちが

残された。末の子供は2歳 にもなっていなか

った。また， この悲 しみが.ウォーカー兄弟の

健康 をも損ない，彼も死 を免れ得ないような

状態 となった。

ジ ョセ ブはこの一家.の悩 みを知 り，また助

けにや ってきた。そしてウォーカー兄弟に，

「療養 しなければ」他界 した妻の所へ彼も行

くことになるだろうと話 し.「 あなたのお子さ

んたちは私 も大好 きです.。私の家 を開放 しま

しょう。当分の間，家 を売って，小 さいお子

さんたちは親 しい友人に預け，上の4人 は私

に預けませんか。私の子供 と一緒に育てます

か ら。小 さいお子 さんたちがいやが ったり，

満 足の ゆ く扱 い を受 け なか.った りしたら，

そのお子 さんたちも預かって，あなたの帰 り

を待 ちたいと思います」 と言った。

ウォー カー兄弟は予言.者の勧めに従った。

そして，子供たちが子言.者の馬車 を借 りてほ

かの家に預 け られた弟や.妹 たちの所へ よく

出掛けて行 ったことを，ルーシーが記録 して

いる。その頃，8歳 の リ1デイアが脳炎にかか

った。予言者は彼女のことを心配 し，約束通

り自宅へ引き取って，回復 を祈 り， わが子同

然に看病した。 しか し.数 日後， リディアは

霊界の母の もとへ旅立.った。エマ とジョセブ

は子供 たちに同行 して.幼 いリデ ィアの遺体

を安息の場に納めた。残る子供 たちも次々 と

全員が予言者の家に引き取 られ，予言者が死

ぬ時 まで世話になった。その後，健康 を回復

した父親が もどって来て..や がて家族そろっ

て平原の旅 についた。彼 らはジ ョセブとエマ

が示 して くれた親切 と愛 と真心 を，生涯決 し

て忘れなかったことだうろう。

メア リー ・ア ン・スター ンズはパー レー ・

P・ プラッ ト長老の義理の娘であるが，彼女
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は予言者ジョセブ ・ス ミスの深い思 いや りを

告げるエピソー ドを未発表の自叙伝の中で語

っている。プラッ ト長老の伝道が終 わって家

族が移住者たちとミズー リ州セ ン トルイス経

由で帰還す る途中， ミシシッピー川に多量の

氷塊が浮かんでいたことや寒 さが厳 しか った

ことで，彼 らは1ヵ 月間の足止め を食った。

それか らようや く彼 らはノー ヴーに到着 した。

その時に，予言者ジョセブ ・ス ミスに会 いた

い というイギ リス人たちの念願 よりも，彼 ら

移住者たちの安全を気遣 うノーヴーの聖徒た

ちの心配の方が大 きく， ジョセブ とハイラム

と大勢の民衆が船着場に出迎 えていた。プラ

ット長老は一行 をふ たりの著名な指導者に紹

介した。それか ら，プラッ トー家を除 く全貝

が上陸 してそれぞれの宿に向かった後，予言

者がプラット家族のいる船室 にやってきた。

「温かいあいさつ を交わ した後
，プラッ ト

兄弟は椅子に掛けて，パーレー坊や とナサ ン
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坊や をひざに乗せ，感慨深げな様子で，『出掛

ける時は子供が3人 でしたが，帰 る時は5人

になりました』 と言った。す るとジ ョセブ兄

弟が，『ええ， パー レー兄弟，刈 り穂 を担い

で帰って きて下 さいました』 と言いなが ら涙

を流 した。プ ラット兄弟が，みんなの湿っぽ

くなった気持 ちを見て取って，『私 たちの帰還

がお気に召 さない となれば， また逆 もどりせ

ねばな りませんなあ』 と，喜 びの涙 を浮かべ

なが ら言った。」

プラッ ト長老の この言葉で，湿っぽ さが吹

き飛んで笑顔が もどり，喜びがみんなの胸に

満 ちた。それか らジョセブは立ち上が り，「さ

あ，パーレー兄弟，皆さんで私の家 においで下

さい。す ぐそこです 。長旅 のあ とは くつろげま

す よ」と言 うと，重病のプラット姉妹 を大 きな

安楽椅子に座 らせ，ホッジ兄弟 とジョセブの護

衛人たちの手で予言者の家へ運んだ。こうして，

家族全貝が心ゆ くまで楽 しい一夜 を過ご した。

魏慧

灘 、

灘

灘

騰
灘 議臨，

欝鱒謙

騨
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予言者の思いや りは神のすべての子供 たち

に及んでいる。 どんな人をも尊重す る彼の思

いや りが，教会初期の黒人改宗者であったジ

ェー ン ・E・ マニング姉妹の1893年 の記録に

示されている。マニ ング姉妹は1842年 に コネ

チカッ ト州 で教会に入 り，非常な苦労を積 み，

大きな危険を冒 して，数名の黒人教会員 とと

もにノーヴーへ来た。この勇気ある入々は，靴

底がす り減 り，足が裂けて 「地面に血の足跡」

が残る程 歩 き続け，や っとの 思 い で イ リノ

イ州ペオ リアにたどりついた。その町で官憲

から身分証 明 書がなければ投獄すると脅され

た。そこで彼 らは自由民であるという証明書 を

提示 した。こうして彼 らはさらに旅 を続け，途

中水深が首 まで もある川を幾つも越えて，や っ

とノーヴーに到着 したのである。到着後間 もな

く，彼 らは ジョセブ ・ス ミスの自宅へ案内され

た。ア ン ト・ジェー ンはこう書 き残 している。

「エマ姉妹が ドアの所に立っていて
，優 し

く 『どうぞ，どうぞ，お入 り下 さい』 とおっ

しゃった。 ジョセブ兄弟はそこにいた数人の

白人の姉妹たちに，『姉妹 たち，今晩は今到着

された兄弟姉妹 と一緒にこの部屋を使って下

さい』 とおっしゃった。ジョセブ兄弟は部屋

に椅子を並べてから出て行 き，エマ姉妹 とバ

ーンハイゼル博士 を連 れて来て私 たちに紹介

して下さった。ジ ョセブ兄弟は椅子 をひとつ

持 って来て私の隣に腰掛け，『あなたがこのグ

ループの長 ですね』 とおっ しゃった。私は，

『はい
， さようでございます』 と返事 した。

す ると，『神様の祝福があ りますように。どん

な旅でしたか，聞かせて下 さい』 とおっしゃ

ったので，私はこれまで書 いたことや そのほ

かの出来事 を皆 さんにもっ と詳 しくお話 した。

す ると，ジ ョセブ兄弟はバーンハ イゼル博士

の ひ ざ を ポ ン と た た い て ， 『博 士 ，いか が で す 。

素晴 らしい信仰 ではあ りま#ん か』 とおっし

ゃった。博士は，『そうですね，その通 りです。

私だった ら，途 中で家に逃げ帰 ったことでし

ょうな』 とおっしゃった。」

適 当な住 まいが決 まるまで，彼らは全員そ
とう

の週 の間ず っと予言者の家に逗留 した。予言

者は毎朝彼 らの部屋 に様子 を見にや って きた。

そして，途中で服 をなくしたジェー ンに新 し

い服を持 って来た りした。ある朝，ジェーン・

マニングがひ とりだけまだ家が見付からずに

泣いていると，それ を聞 いた予言者はそのこ

とをエマに話 して， 自分たち家族 と一緒に生

活す るよ うに とジェーンに勧めた。ジ土一 ン

はそれを喜び，アイロン掛 けや洗濯や料理 を

受け持ち，ジ ョセブとエマの親切 を生涯忘れ

なか った。ジェーンは予言者の家で過 ごした

頃の ことをいつ も感謝 しなが ら，1908年4月

に，教会に忠実なまま世 を去った。

.またある時
， ミシガン州 に住 んでいてまだ

教会員ではなかった未亡人のエ ミリー ・ウイ

リアムズの赤 ちゃんが重い病気 にかか り，か

なりの 日数が たってか ら回復の見込みはないと

いう医者の宣告 を受 けた。そこで，ジョセブ・

ス ミスがい とこの家に来ていることを聞いて

いたエ ミリーは，人をや ってジ ョセブに子供

を助 けてほしい と頼 んだ。する と予言者は彼

の父親 とふたりでや って きて，子供の傍 らに

ひざまず くと，頭に手 を按 いて，健康 の回復

を約束 した。エミリーは，「子供は寝返 りを打

ち，発作がおさまって寝入 り，翌朝にはす っ

か り治っていた」 と書いている。

この ように，予言者ジ ョセブ ・ス ミスはす

べての人に愛 と思いや りの模範 を示 し，今 日

なお末 日聖徒 の自覚 を問うているのである。
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啓示に導かれている私たち

ウイル フォー ド ・ウッ ドラ フ

ユ タ 州 ロ ー ガ ン で催 さ れ た カ ッ シ ュ ス テ ー キ部 大 会 に お け る ウイル フ ォー ド・

ウ ッ ドラ フ 大 管 長 の 説 教 。1891年11月1日(日)午 後 の 部

ム 朝この会場に.向か う前に，私 はモーゼズ・
7
サ ッチャー兄弟の描いた 「ピラ トの前に

立つキリス ト」 と 「カルバ リのキ リス ト」の

絵 を見てきた。そ して，その絵を見なが ら，

ジ ョセブ ・F・ ス ミス兄弟がかつて語ったよ

うに，救 い主は確か によろずの物の下にまで

身を落 とされたと感 じた。主は，御父の定め

られた神権時代に， み どり児 としてこの世に

来られた。主が御父の指示に従い肉体 を持っ

てみ業 を行なわれ た3年 半 というわずかな期

間のことを少 し考えていた だきたい。主が被

った苦難，成し遂げ られたみ業……神の教会

の組織 十二使徒 と七十 人の聖任，主に従っ

た弟子たちのことを考えてみ たい。主は世の

人々を贈 うために，死刑の宣告 を受けて十字

架 に掛け られ， 血 を流された。 しか し， その

ような苦難 を受けたのは主おひとりではなか

った。主のすべての使徒が，神のみ言葉 とイ

エス ・キリス トに対する証のゆえに死に追い

や られたのであ る。ただ黙示者 ヨハ ネだけは

別 であった。何人 も彼 を死に至 らしめ ること

はできなか った。彼は主か ら，肉体 を持 って

この世に とどまるよう命 を受 けていたか らで

ある。さもなければ，他の使徒たち と同様に

殺されていたであろう。十字架にくぎ付 けされ

14

た救い主 を見なが ら，私 はこのロッキー 山中

にいる私たちの状態を考 えてみた。この地の

民 となってか ら，60年 が過 ぎた。今 日こ うし

て大管長会 と会員の皆 さんが一堂に会せ るよ

うになったのはなぜ だろう。60年 たった現在，

使徒たちが表通 りを歩けるようになったのは

なぜだろう。6千 万の人々の中にあって，20

万 以上の末 日聖徒がこの盆地に集合 したのは

なぜだろうか。.末日聖徒 の心の中には， この

質問に対する答えがある。兄弟姉妹 の皆 さん，

これ らの事柄には深い意味がある。私たちは，

救 い主 と使徒たちがみ業 を進められた時代 と

は，ある意味で異なった神権時代に住み，異

なった秩序の下にいる。当時はまさに犠牲の

時代であった。使徒 であることを証 したそれ

ら聖なる人々は，救い主 と共に自らの命を捧

げる覚悟であった。それゆえ，彼 らの教会の

歴史は，今 日の神の教会の歴史 と比べ ると非

常 に短い。 ひ とりを除 いて，彼 らは皆殺 さ

れ，神 は彼 らをご自身のみもとに引き取 られ

た。 また，地上か ら神権が取 り去 られ，1829

年 まで父なる神 と御子 イエス ・キ リス トのみ

手の内にそれは とどめおかれたのである。こ

うして十数世紀が過ぎた。その間大勢の人が

生 まれ， この地上で暮 らし，そして死んで霊





主は時の初めから私たちと共におられ，今

もそれは変わっていない。この教会に啓示の

なかった 日は一 日た りともない。また， これ

からも主は啓示を止められることはないであ

ろう。だれが生まれ，だれが死に，だれがこ

の教会の指導者と して召さ'れようと問題では

ない。ただその指導者は，全能の神の霊感に

よって教会を導く必要がある。

ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ(46歳 当 時)

界に行った。私 たちが知る限 り，彼 らの内，

人々の中に出て行 って，生命 と救 いの福音の

儀式を執 り行な う権能 を有す る者はひとりも

いなかった。確かに立派な人は大勢いた。し

か し彼らは自分に与えられた最：高の光に従 っ

て行動 したに過ぎない。ジョン ・ウェスレー，

マルチン ・ルター， ウィク リフ，ツビング リ，

メランヒ トン等，多 くの人々が，それ ぞれの

時代に現われ，彼 らが有す る知識 と理解 力に

従って福音 を宣べ伝えた。 しか し，彼 らには

死後 も効力 を及ぼす儀式 を執行する権能がな

かった。聖なる神権がなかったか らである。

今 日この時代，私たちは神権が回復される

という歴史のひ とこまを迎えた。主はジョセ

ブ ・ス ミスをお立てになった。そ して時機が

到来 した時， ジョセブ ・ス ミスは世に出て，

神の教会 を組織 した。ジョセブ ・スミスとは

いかなる人物であろうか。彼は，学問のない

世事 に疎 いひ と りの若者 に過 ぎなかった。

.しかし，清らかな少年であった。彼は，アブ

ラハム，イサ ク，ヤコブの後窩であ り，古代
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の族長や予言者たちか ら予言されていた人で

ある。モルモン経には彼の名前が出て くる。

ジョセブ ・ス ミスは聖霊の勧めに従って行動

し，祈 りの答えとして御父 と御子の訪れ を受

けた。その時に，御父はジ ョセブ ・ス ミスに

言われた。「こはわが愛子 なり，彼に聞け。」

(ジ ョセブ ・ス ミス2：17)彼 は，救 い主が

御 父のみ言葉に忠実であったように，イエス・

キ リス トのみ言葉に死に至 るまで忠実に従 っ

た。私 は，あの時，なぜ予言者 とその兄ハ イ

ラムが私たちの もとか ら取 り上げ られたのか

不思議 でならなか った。 しか し，ジ ョセブ ・

ス ミスは神の命令によって， また天 よ りの力

と啓示によって聖任 され， この時満 ちたる神

権時代の基を築 いたのである。彼は，こあ世

の最後の時代に，人の子 の再臨に備えて，こ

のキリス トの教会 を組織するべ く選ばれ，聖

任 された人である。

ジョセブ・スミスの殉教後，私はそのことに

ついてよく考 え，彼は死ぬように，すなわちこ

の神権時代の証 としてみずからの血 を流すよ



簿

う定め られていたのだ という確信 を得た。先

に述べたように， ジョセ ブ ・ス ミスは教育の

ない人であった。そのような彼 を教え導いた

のは，天使たち，すなわちイエスの時代にこ

の地上に住んでいた使徒たちであった。 ジョ

セブ ・ス ミスは，世 の人々が受け入れなかっ

た証 と教えを受け入れたのである。また，あ

らゆるキリス ト教派が結集 しても決 して行な

えない方法で この教会 を組織する力を授か っ

たのである。なぜだろうか。それは，富や教

育に関係な く，人は自分が持 っていない もの

は他の人に与えることができないからである。

彼 らには神権がなかったので，教会 を組織す

る力がなかったのである。 しか し，ジョセブ・

ス ミスには神権があった。 したがって， この

教会を組織することができた。

迫害 を受け，町 を追われ，家 を破壊 されは

したが， その時代か ら今 日に至 るまで， この

教会は発展 を続けている。神のみ もとか ら落

とされた霊たちは，道を踏み誤った大勢の人

々 と手 を組んで，この教会に反対 して きた。

しかし， この教会を滅ぼす力はなか った。な

ぜだろうか。全能の神が建てられた教会だか

らであるQ… …

私は， シオンを築 き上げて予言者たちの言

葉 を成就する力の与えられているこの時代に

生 を受けたことを，神に感謝 したい。現代の

世の人々には警告が必要である。そしてその

警告 を発することが，今私 たちが この世 にい

る目的なのである。……

主はこの民 を導 くために， 「世 の弱 き者た

ち」(教 義 と聖約1：19)を お選びになった。

ジ ョセブ ・ス ミスが世 を去 った時，彼は まだ

40歳 にもなっていなか った。教会が組織され

て，わずか14年 後のことである。そ して，彼

の後 をブ リガム ・ヤング長老が継いだ。ブ リ

ガム ・ヤングとは， どのような人であっただ

ろっか。彼は塗装屋であり，ガラス職人でも

あった。生活は裕福ではなかった。それでも

主は， この民の指導者 として彼を召されたの

である。ブリガム ・ヤング大管長については，

皆さん よく御存 じのこ とと思 う。彼の功績 と

彼の気概 とを。`主が彼 と共にあったので，彼

は神の力によって，またイエス ・キ リス トの

啓示によって，この民を導 くことができた。

そ し.て彼は， これらイスラエルの山々に，偉

大なみ業の基 を築いたのである。……

ジョン ・テイラーはどうであっただろう。

彼はろ くろ細工師で，一期間この教会を導い

た。ウイルフォー ド・ウッドラフは粉屋であ

り，農夫であった。 しか も彼はこの世に関す

る限 り，それ以上のことを望んでいなかった。

このよ うにして，主はこれ らの人々 を選 んで

こられた。神は常に 「世の弱き者」 をお選び

にな られたのである。主がご自身のみもとに

いる霊たちをアブラハムに示 された時，「これ

らすべてのものの中には，高貴にして偉大な

るもの」(ア ブラハム3：22)が 大 勢いた。主

はアブラハムに言われた。「これ らの者 をわが

統治者 となさん。……而 して，神われに言い

たまいけるは，アブラハムよ，汝はこれらの

者の一人な り。汝は生れざる前に選 ばれたり，

と。」(ア ブラハム3：23)ア ブ ラハムは時の

初めにイスラエルの頭 として立てられた人で

あ り，私 たちの偉大な先祖 である。そして神

はこのアブラハムの血統 を通 して救 い主 を起

こされた。

末 日聖徒は，主は民を見捨てられた，ある

いは主はみこころを明らかに されない，など

と考 えてはならない。このよう.に考 えること

は誤 っている。主は時の初めから私 たちと共

におられ，今 もそれは変わっていない。この

教会に啓示のなかった 日は一 日たりともない。

また，これか らも主は啓示 を止め られること
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はないであろう。だれが生 まれ，だれが死 に，

だれがこの教会の指導者 として召 されようと

問題ではない。ただその指導者は，全能の神

の霊感によって教会 を導 く必要がある。霊感

によらなければ，教会 を導けないか らである。

この末の 日に主がみ業をし損 じられ ることは

ない。主は，シオンが栄光のうちに起こされ，

小羊の妻 となる花嫁に，偉大 な花婿 を迎 える

用意が整 うまで，主の予言者と使徒たちに約

束されたすべてのことを成就 されるであろう。

私は先週の 日曜 日，これからお話する原則，

すなわち啓示についてブ リガム ・シテ ィーで 、

もお話した。ブ リガム ・ヤ ング大管長の生涯

を書いたもの を読んでみても，『主 はこう言わ

れる』 と語 って明 らかに した啓示はほとんど

見当たらない。 しか し，聖霊が彼の内に宿 っ

ていた。彼は霊感によ り，啓示 によって教 え

を説いた。 しか し，ジ ョセブが行なった よう

なかたちで啓示 を伝えたこ とはただ一度だけ

で，それ以外はなかった。救い主のみ言葉 と

み名によって，教会への啓示 として， また戒

め として記され与えられた ものはなかった。

一方 ジョセブは
，このみ業の基 をすえるに当

たって，生涯ほとんど毎 日のように，『主は こ

う言われる』 と語っている。しか し彼に続 く

人々は，『主はこう言われる』と言 う必要はな

い と考 えていた。けれ ども，彼 らは聖霊の力

によって民を導 いてきた。それが どういうこ

とか を知 りたければ，教義 と聖約第68章 の最

初の6節 をお読みいただきたい。この章 には，

主がオル ソン ・ハイ ドとルー ク ・ジ ョンソン，

ライマン ・ジョンソン， ウィ リアム ・E・ マ

クレリンに，出て行 って，聖霊に心 を動か さ

れ るままに人々に福音 を説 くように と告 げら

れたみ言葉が記されている。

『およそ聖霊 に感 じたる時語 るところはこ

とごとく聖典の言 とな り，主の意 とな ワ，主
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の精神 となり，主の言 とな り，主の声 とな り，.

世 を救いに導 く神の能力 となるべ し。』

私 たちが イスラエルを導 いて きたのは， こ

の力による。ヤ ング大管長が教会 を管理 し，

導いたの もこの力による。ジョン ・テイラー

大管長が教会を管理 し，導いたのも， 同じこ.

の力による。そして，私 もその ようにして，

自分の能力の限 りを尽 くしてこの職 を務めて

きた。末 日聖徒 は，主は私たちと共にいない，

私たちに啓示 を与えておられないなどと，誤

解 しないでほしい。主は確かに私 たちに啓示

を与えて下 さっているし，今後 もこの世が終

わるまで引続 き啓示 を与えて下 さることだろ

う。

私は近騨 々の啓示を受けたが・それらは

私にとって重要なものであった。そこで私は

主が語 られたことを皆 さんにお話 したい。公

式の宣言 と称す る事柄につ いて考えていただ

こう。主は啓示の中で，シオンの多 くの会員

が公式の宣言のゆえに非常 に心 を痛めている

とい うこ とを告げられた。また衡平法裁判所

長官 の前 で大管長会および十二使徒会が証言

をしたことに対 しても彼 らは苦 しんでいると

いう。あの啓示 を受けて以来，私はこれ らの

事柄 で大勢の入々が苦 しんでいると何度 も耳

にした。それ以前には何 も特別には聞いてい

なかったのだが。さて，主は私にあ るひ とつ

のことを行な うように命 じられた。そこで先

週の 日曜 日，私はブ リガム ・シティーでの大

会でその命令 を実行 してきた。 きょうこの場

で，同 じことを行ないたいと思 う。主は私 に，

末 日聖徒に対 してひ とつの質問 をす るように

言われた。そしてまた，彼 らが私の言 っこと

に耳 を傾け，神 のみたまと権威によって答え

るならば，彼 らはすべて同じように答え，こ

の件について同 じ思いを抱 くであろうと告げ

られたのである。質問はこうである。「末 日聖

轄



徒が とる道 として，以下のふたつの内どち ら

が 賢明であろうか。 まず第1に ， 国の法津

に逆ってこのまま多妻結婚 の慣習を継続する

こと。これを行なえば6千 万の人々 を敵に回

し，神殿は没収 される。 したがって，生者の

ため死者のためを問わず，神殿の儀 式も行な

われな くなる。また大管長会 と十二使徒会，

それに教会貝の家族の長 は投獄 され，財産は

没収 されて しまうであろう。(こ うなれば，多

妻結婚の慣習は事実上実行不可能になる。)第

2は ，私たちがこの多妻結婚の原 則に従って

行 なって きた事柄 をやめ ることである。 これ

まで， 多くの苦 しみを受けて きた。 しか し，

これ をやめれば，予言者および使徒，家族の

長は捕 えられずに家族 と共に暮 らし，人々に

教 えを授けて教会におけ る貴任を果たす こと

ウ イル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ大 管 長 と

3代 に至 る子 孫(1896年 頃 に撮 影)

ができる。 また神殿 もそのままの状態 を保ち，

死者お よび生者のために，福音の儀式を執行

す ることがで きるのである。」

主は この慣習 をやめない とどうなるか を，

示現 と啓示によって私に示された。もしもや

めていなかったな らば， メリル兄弟やア ドル

フソン兄弟， ロスケリー兄弟，ライシュマン

兄弟，その他 の人々のためにこの ローガンの

神殿で儀 式はまったく行なわれなくなっていた

ことだろう。なぜならシオンの地の どこにおい

て も儀式は停止 されて しまうからである。イ

ス ラエルは混乱に陥 り， 多くの兄弟 たちは投

獄 されていたであろう。そ してこのような状

態は教会全体 に及び，遂にはその慣習 を放棄

す るよう追い込 まれていたであろう。 さて，

このような状態でやめるか，それ とも予言者

も使徒 も家長 も皆 自由で，また神殿も聖徒た

ちの手にあ り，それがために死者の瞭いも可

能 とな るような方法 をとるか。聖徒 たちの手

によ り，すでに多 くの死者が霊界の獄か ら救

われている。み業を進展 させ るか， それ とも

停 止させ るか。 これが末 日聖徒への質問であ

る。皆 さんはみずからの力で判断 しなければ

な らない。 自分で答えを出して欲 しい。 しか

し言ってお きたい。私 たちが継続す る方 を取

った時に必ず先程述べ たことが起 きるという

こ とを。

私はかなり多数 の人々が，それ も指導者 と

呼ばれ る人々が，受けている試練の厳 しさの

ゆえに，まるで私ウッドラフ大管長が神のみた

まを失い，背教 しているのではないか と思っ

ていることを知 っている。 しか し，みたまを

失っているのでも，背教の道 を歩んでいるの

でもないことを理解 していただ きたい。主は

ウッ ドラフ大管長 と共に，主の民 と共にある。

主は私に， どうすればよいか を如実に示 され

た。またそうしない場合にその結末がどうな
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るか も教えたもうた。私は教会員以外の友人

の訪問を受け， この件について何か措置を講

じなければならない とい う，ことを強 く言われ

た。彼らは政府が どの ような手 を打って くる

か知っていたのである。これ と同 じ気持 ちが

多少な りとも教会員の間に も見 られた。私は

何 も措置を講 じない時に何が起 こるか を，は

っきりと見たのである。このような思いを，

私は長 い間抱いていた。しかし，私は こう申

し上げたい。 もしも天の神が私の今話 したこ

とを私に命 じたまわなかったならば，すべて

神殿は没収 され，私 も他の人々 もみな投獄 さ

れていたに違 いないということを。こうする

内に，何をするよう主が命 じておられるかす

べてのことが私に分かった。そこで私は主の

みもとへ行 き，主が書けとお命 じになること

を書いた。そしてそれをジョー ジ ・Q・ キャ

ノン， ジョセブ ・F・ ス ミス とい う信仰堅固

な兄弟 を初め， 十 二使徒 の方々に提示 した

のである。私は民をその正 しい と信ずる道か

らそらぜ るくらいなら，旗 をひるがえ して敵

と戦った方が ましだ と思 っている。幹部の兄

弟たちは私に同意 して くれた。そして1万 名

にも及ぶ末 日聖徒 たちも。なぜだろうか。そ

れは，神のみたまとイエス ・キ リス トの啓示

により，そ うするよう心が動かされたか らで

ある。

私は皆 さんに以上のことを申 し上げたい。

これについて思い計 り，深 く考えていただき

たい。主は私たちとともにいて下 さる。主は皆

さんの理解 の及ばない大いなるみ業 をこの地

で行なってお られ る。.これについて祈 ってい

ただきたい。心配 しないように， また不快な

気持 ちを抱かないように していただきたい。

私は，神が私 たちに福音 を明らかにされた

ことを感謝 してい る。神の教会が地上にある

この時代に生を受けていることを感謝 してい
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る。私たちには予言者 と使徒たちが与 えられ

ている。彼 らは肉体 をもってこの地上でみ業

を推 し進め，大勢の入々を救って きた。そし

て彼 らは死に，霊界に行った。 ジョセブ ・ス

ミスはこの神権時代の鍵を有 している。彼の

後にだれが教会を導こうとも，彼はその鍵 を

永遠に保持す ることだ ろう。主は私たちに，

この地 に来て神殿 を建てる力をお与 え下 さっ

た。このロッキーの山々には3つ の神殿が建

てられ，そこで大勢の死者が贈われて きた。

彼らは第一 の復活にあずか ることだろう。そ

れゆえ，私 たちは主に感謝すべ きである。私

たちはこれらの神殿を引き続き守 りたいと思

う。末 日聖徒以外の者の手に渡 さないように

したい。兄弟姉妹に引き続 き神殿に参 入し，

死者 を贈い，生者に恵みをもた らしていただ

きたいと思 う。主は皆 さん と家族 を見守って

下 さることだろう。また，主は シオンとこの

時代のことを心に掛け，主のみ言葉 をすべ て

成就されるであろう。

皆さんの上に神の祝福があるように。皆 さ

んが主の勧告 に聞き従 うな ら，.主は必ずや皆

さんを祝福 され ることだろう。

末 日聖徒は神の計 らいに不平不満を言 うこ

とを止めていただきたい。神を信頼 し， みず

からの義務 を果たし，祈 りを忘れないように

していただ きたい。主 を信 じ1シ オンを築 い

ていただきたい。そうすれば，.すべてが うま

くい くだろう。主 は間 もな く主の民.を訪 ねて

来 られる。 また，義人のために主のみ業の期

間を短 くして下 さる。さもなければ，ひとりも

救 われないか らである。時のしるしに気をつ

け，来るべ き出来事のためにみずからを備 え

るよう皆 さんに申し上げたい。皆 さんの上に

神 の祝福があるように。アーメン。

、
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よる

夜 が しずかにふけま した･ガ リラヤ
のおかには,ひ つ じか いの ヨエル

しよっねん

少年が,こ ひつ じをだいてす わってい
しようねん よ そら

ます。 ヨエル少年 は,夜 空にががや く
ほ し だい

星 をながめ るのが,大 す きです。 こひ
だい

つ じ も大 す きで す。 こ ひつ じとい る

と,ち っ ともさび しくあ りませんで し

た。
よる

さむ い夜 も,あ たたか いこひつ じの
しようねん

おか げで,ヨ エル少年 は,ぐ っす りと

ねむ ることがで きるので した。けれ ど
こん や

も,今 夜は,な かなか ねむ れません。

とう 　 こん や そら

｢お 父 さん
,今 夜 の 空 は,い つ も よ

あか ヒ しょうねん とう

り明 る いね 。｣ヨ エ ル 少年 は,お 父 さん
い

に言 い ま.した 。
とうジ

｢か み さまのえいこうだよ。｣お 父 さ
こた

んは答 えました。
そら あか
｢空 が 明 るい と きは

,.い つ もそ うで
こん や ほ し

し ょ う。 で も,今 夜 の星 は,ま るで ふ
て

って きそう。手 をのばす と,と どきそ
しようねん い

うだね。｣ヨ エル少年 信言 いまし牟。
い そら み とう

そ う言われて空 を見 あげたお父 さん

も,と て もお どろきました。｢ほ ん とう
あか

に明 る い。｣
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しょうねん た い

少年 は,立 ちあ が って 言 い ま した。
とう き

｢お 父 さん
,あ れ なに?ど こか ら来

しょうね ん

たの?｣ヨ エル少年 は,こ ひつ じをだ

きあげ ました。
とう しょうね ん て

お父 さんは ヨエ ル少年 のか たに手 を
こ え コい

お くと,お ちつ い た声 で言 い ま した 。

｢お い で
,ヨ エ ル 。 と う と う しる しが

あ らわ れ た よ。｣
ひと

ふだ りは,ほ か の人び とのあ とか ら,
ひか り い

その光につ いて行 きま した。
ひかり

みんなは,そ の光 にみ ちびか れて,
か

家 ち くのいる うまや につ きま した。あ
なか

た りが くらい中で,う まや はふ しぎに

かがやいてい るようで した。
しょうねん

ヨエル少年 はお どろ きま した。 うま
もく

やの ざい木で ももえだ したのだろ うか
おも むぎ

と,思 いました。 もしもそ うな ら,麦

わらはす ぐに もえだす はず です。 それ
ひる たい よう てん

は,昼 の太陽の ように天か らさ して く
ひか り

る光で した。ひつ じか いたちは,そ の
ば

場にひ ざまず きました。 ひつ じか いた
ひ と

ちはけんそんな人たちで,そ こが きよ
ば しよ し

らかな場所 であ るこ とを知 っていたか

らです。
おとこ ひ と い りぐち

ひ とりの男の人が,う まや の入口に
た ひ と

立 って い ま した 。 そ の 人 は,ひ つ じか
く ま

いたちが来 るの を待 っていたか のよ う
なか い

で,み んな をす ぐに中に入れて くれ ま
なか う あか

した。 中には,生 まれたばか りの赤 ち

ゃんが,か いばおけにねかせ られてい

ました。
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あか ひ と

｢こ の赤 ちゃんが ,人 び とをす くう
かた

方 になれ るのだろ うか。 そんなはずは
う おう

ない。 うまや で生 まれた王 さまなんて
しょうねん かんが

きい た こ とが な い 。｣ヨ エ ル 少 年 は,考

え ま した。 で も,こ こは,け ん そんな
ば しょ

ひつ じかいた ちがみちびかれ た場所で
ひか り

す 。 そ して,ま た,じ る しの光 は か が

や いて い ま した 。 た しか に,そ れ は,
ひか り しょうねん

かみ さまか らの光 で した。 ヨエル少年

は,こ ころに あたたか い ものをかん じ

ました。
とう しょうねん き も

お父 さんは,ヨ エル少年 の気持 ちが

わか っていた ようで,こ っ くりとうな
しょうねん

ず き ま した。 ヨエ ル 少年 は,こ ひつ じ

を しっか り とだ き よせ ま した。
ちか

それか ら,か いばおけに近づ くと,
あか まえ

赤 ちゃんの前に,こ びつ じをそつ とお
あか かあ

ろ しま した。す ると,赤 ちゃんのお母

さんは,や さし くほほえみ ました。
しょうねん

ヨエ ル少年の こころは,よ ろこびで
たい

いっぱいに な りま した。い ちばん大せ
あか

つに しているもの を,こ の赤 ちゃんに

さしあげたの でした。
とう しょうねん

お父 さん とヨエル少年 は,う まや を
で

出 ま した。 ふ りむ く と,う まや は,か

み さ まの え い こ うで まだか が や い て い

ま した。 その とき,ふ た りの こ こ ろの
なか おん

中に,し ずかに音が くが きこえて きた

ので した。
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かあ こ ほん

お母 さん と子 どもたちは,8本 のろ う
た

そ くを立て るようになっている きれ い
た

な ろ うそ く立 て｢メ ノラー｣の まわ り
あつ よる

に 集 ま ります 。 そ して,は じめ の夜 は,
ほん ぽん ひ

8本 の ろうそ くの うちの1本 に火 をつ
つぎ ひ よる め

け ます。次の 日の夜 は,2ば ん 目の ろ
ひ よう

うそ くに 火 をつ け ます 。 こ う して,8
か かん ぽん ひ

日間,1本 ずつ ろ うそ くに火 をっけ る
ひ

のです。これ らのろ うそ くに火を とも
っか ほん め

す の に使 う,9本 目の ろ うそ くは,｢シ

ャマ ッ シュ｣と よ ばれ て い ます 。
あい だ ひ と

ろうそ くが もえている間,人 び とは
たの うた もの

楽 し く歌 っ た り,ゲ ー ム を した り,物
がた り

語 を した り,ハ ヌ カー まつ りの ため の
た もの た

と くべつ な食べ物 を食べ た りします。
じん

ハ ヌカー まつ りは,む か しユ ダヤ人

が,し んでんをかみ さまに ささげた こ
ぜん ねん

とをいわ うもの です。 きげん前168年
おう

に,ギ リシ ャ･シ リア の 王 が パ レス チ

ナ をお そ い,エ ル サ レム をせ ん りょ う
おう

して しまい ま した。 そ して,こ の王 は,
じん

ユ ダヤ 人の しん でん をうば って,ぐ う

ぞ うをお きま した。それか ら,ユ ダヤ
じん

人に,エ ホバのかみ さまをしん じるの

をやめて,ぐ うぞ うをおがむ ようにめ
じん

い じま した。けれ ども,ユ ダヤ人はエ

ホバ のかみ さまをしん じることを,や

め ません で した。そ うす るうちに,パ

レスチナにすむマ ッタテ ィアが,ユ ダ
はん

ヤ 人 を さ そ って,反 らん をお こ しま し

た。
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じん

ユ ダヤ 人はマ ッタテ ィアに したが い,
やま

ユダヤの山にたて こも りました。そこ
じん

で,ユ ダヤ 人 を し ど うした のが,マ ッ

タテ ィアの5人 の 子 ど もの ひ と り,ユ

ダ･マ ッカ ビー です 。 一
じん ねん

こ の よ うに して,ユ ダ ヤ 人 は,3年
か ん

間 た たか い ま した 。 ユ ダ･マ ッカ ビー
たい

は,ギ リシ ャ･シ リア の 大 ぐん を,な
う

ん ども打 ちまか しました。そ して とう

とっ,エ ルサ レム をと りかえ したので

す。
じん

ユ ダヤ人は,し んでんか らすべての

ぐうぞ うをかたづ け,そ こ をもういち
ぱ しよ

ど,か み さまをれいはいす る場所に し

ました。

それか らユダは,し んでん をかみ さ
oま え

まにささげ,さ いだんの前 にえいえん
ひ

の火 を ともすため に,お いわいをす る

よ うにめい じました。けれ ども,ラ ン
ぶん あぶ ら

プにはひ とばんの分 しか油があ りませ

んで した。 ところがふ しぎなこ とに,
よう カもかん つつ　

ランプは8日 間 ももえ続けたのです。
ひ と っづ

そして,人 び とは,ラ ンプが もえ続け
あいだ

る間,お い わ い を しま した。
じん

ユ ダヤ 人 は,ハ ヌ カー まつ りをい わ

う ときに,ふ こ うに あ って もい つ も,
も つづ

しん こうと,ゆ うきを持 ち続け ようと
じん

け っしんす るのです。ユ ダヤ人が どづ
ら お も だ

してむか しのこ とをいつ も思 い出 して,
ひ

ろうそ くに火をつけ る ときに よろこぶ
じ へ

の か,こ れ で わか っ た こ とで し ょ っ。
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シオ ンを求めて
1830年 ～1835年

グ レン ・M・ レオ ナ ー ド

重 大な出来事が数々あった1830年 代1ま・末

日聖徒の歴史でも最 も重要な時代のひと

つである。教会はニ ューヨーク州西部のフェ

イヤ ッ トでひそかに生まれ，急速に発展 した。

そ して，み業を支える意気に燃えた改宗者た

ちは， 回復 された福音の ことを進んで友人や

隣人に説いた。ジ ョセブ・ス ミス とオ リヴァ・

カウ ドリを教会の最初の長老 として支持 した

人々は， 自分の持 ち物 を，貧者に分け与 え，

オハイオ州 カー トラン ドの神殿の建築のため

29



ミズー リ州における開拓移民

謝.曇

嫌麟.
讃

礫

蕪 縦

響峨 夢

醐蝋

に捧げた。人手によらずに山か ら切 り出され

た石は，やがて全：世界に及ぶため，最初はゆ

っくりと転が りながら，時 とともに次第にそ

の速度 と規模 を増していった。

初期の末 日聖徒 は， モルモン経 を読 むこと

によって，イエス ・キリス トの再臨に先立つ重

要な出来事にみずか ら参与 しているという自

覚 を強めた。聖書 とモルモン経 と，ジョセブ・

スミスを通 じて新たに与 えられた啓示は，万

国の悪人の聞か ら義人が集められる末の 日に

重要 な伝道活動 のあることを指摘 していた。

そして聖徒 たちは，福千年の準備のひとつ と

して，この福音がイスラエルの家の残 りの民

に伝 えられることを知 ったのである。

1830年10月 ， オ リヴァ ・カウ ドリ， ピー タ

ー ・ホイッ トマー ・ジュニア
，パーレー・P・

プラット，ザイバ ・ピー ター ソンは，ニュー

ヨー クから西部アメ リカのインディアンへの

伝道に出発 した。一行 は途 中，ニ ュー ヨーク

州バ ッファロー近 くのカタロー グス族，次 い

でオハイオ州のワイアン ドット族 を訪 れた。

開拓移民たちが ミズー リの西 まで押 し寄せ て

いた時期であった。当時インデ ィア ンは，西

進す る開拓者に追われて， ミズー リ州以西で

生活 していた。 しか しオ リヴァ ・カウ ドリと

その一行は ミズー リの辺境地帯に到着 して失
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望 した。宣教師たちはショーニー族を訪れ，

次にデ ラウェア州の知事 と会 った。インディ

アンは宣教師を歓迎 したが，政府の管理官は

治安 を乱す という理由で宣教師に居留地から

の撤退 を命 じた。レーマン人 との初期 のこの

接触か らは，宣教師が期待 したような改宗 は

得 られなか った。 しか し， この旅行のお陰で

教会の関心が ミズー リ州に向き，やがて聖徒

たちはここにシオンの市を建設 したい と思 う

ようになったのである。

宣教師たちはオハイオ州 で大 きな収穫 を得

た。彼らは西部 に向か う途 中，パーレー・P・

プラットの友人でキャンベル派の教会で牧師

をしていたシ ドニー ・リグ ドンの家に立ち寄

った。 リグ ドンは最初懐疑 的であったが，モ

ルモン経の研究 を始め，宣教師たちに自分の

信徒への説教 を頼み， 間もな くバプテスマ を

望むようになった。 こうしてその地 方で130

名程 の人が教会 を信 じた。 リグ ドンは予言者

に会いたいという思 いを募 らせ，12月 に若い

帽子作 りのエ ドワー ド・パー トリッジと共

に，ニュー ヨー ク州 ワーテルローのス ミス家

まで，ジ ョセブ ・ス ミスに会 いに出掛けた。

予言者は リグ ドンの能力に感銘 を覚え，やが

て，リグ ドンは 「更に大いなる業」(教 義 と聖

約35：3)の ために主が備 えられた人である
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とい う啓示 を受けた。牧師の経験がある リグ

ドンは，す ぐに雄弁に福音 を説 き始めた。彼

は間 もな く，聖書の霊感訳 を口述す るジョセ

ブ ・ス ミスの筆記者 とな り，また大管長会の

副管長 となった。

当時ニュー ヨー ク州の教会員に とって早急

に必要なのは集合の場所であった。そして，

啓示によ りふたつの場所が示 された。そのひ

とつは， ミズー リ州西部のジャクソン郡イン

デペ ンデ ンスの近 くであった。1831年 の夏，

予言者たち数人がその地方を訪 れ，ニューヨ

ー ク州 コールズビルか ら移住す る聖徒たちの

ために入植地を選 んだ。彼 らはそこをインデ

ペ ンデ ンスも含めてシオンと呼んだ。それは，

啓示によりそこが将来新エルサ レムの都にな

ると言われたか らであった。ジョセブ ・ス ミ

スは シオ ンに神殿のすみ石 をす え，エ ドワー

ド・パー トリッジをこの世の諸事 をつか さど

る監督に聖任 した。エ ドワー ド・パー トリッ

ジは，教会での最初の監督である。

その間にオハイオ州北部 ではゴニュー ヨー

ク州か ら移住 してきた改宗者たちがカー トラ

ン ドの地方に2番 目のモルモンの集合の地 を

建設していた。彼 らはオハイオ州 出身の新 し

い改宗者とともに，シオンへの移住の時に備え

て，共同体の建設に力を注いだ。ジ ョセブ ・ス

ミスは家族 と共にオハ イオへ移 り，以来1838

年 までカー トラン ドが教会の本部 となった。

啓示 と翻訳

教会史におけるカー トラン ド時代は，教会

貝が著 しい宗教体験 を味わった時期である。

カー トラン ドの聖徒たちはみたまの賜 を目の

当た りにし，新 しい教会 を導 く啓示を数々受

け，教会の運営体制が固め られるのを目撃 し

た。

オハイオ州での初期の改宗者のひ とりには，

ルー ク ・S・ ジ ョンソンがいる。オハ イオ州

ハイラムの近 くに大きな農場を所有 していた

父親のジョン ・ジョンソンー家は，カー トラ

ン ドに予言者 を訪ねた。ジョンソン夫人は慢

性 リューマチで6年 間片腕が利かなかった。

しか し，その来訪 中に，予言者 はジ ョンソン

夫人の手 を取 り，「主イエス・キ リス トのみ名

によ り，あなたに健康体 となるよう命 じる」

と宣言 した。そして，ジ ョンソン夫人は癒 さ

れた。この出来事 は目撃 した人々に神権の力

の証 として忘れ得ぬ印象を残 した。この奇跡

に引き続き，末 日聖徒の間に数 多くのみたま

の賜の現われがあった。ある時，シェーカー

教徒 であった人々がシェー カー派で行なわれ

ていた，いわゆる「霊の作用」をもって真の賜

をまねようと試みたが，異常な動作 を予言者

から叱責 された。

それでもなお，教会のための啓示 を受けた

と主張す る模倣者たちがいた。中でもハブル

と名乗る婦人が，オハイオ州の聖徒 を導 く権

利は自分にあると言い張 った。予言者はその

ような人々に対 して，主はその役割 にはただ

ひ とりを任命 しておられると，以前 と同様の

啓示 によって答 えた。この ように，ジョセブ・

ス ミスを通 じて下 された近代 の啓示は，聖徒
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個人の生活 を導 き，教会の方針 を教 え，教義

を説いた。

1830年 代 に，予言者は失われた聖典 を回復

して，教義 の理解 の領 域 を広 げた。その内

のふたっが，エ ノクの予言 と，モーセの示現

とその書で，これは後に高価 なる真珠に収録

され ることになった。1830年 の 夏には， 旧新

約聖書の改訳が始まった。 ジョセブ ・ス ミス

はこの仕事に約2年 間携わ り，誤訳 されてい

た箇所を訂正 した。 また，彼はこの時期 に数

数の重要な啓示 を受けた。 この 中には光栄の

位に関する示現(教 義 と聖約76章)， 戦争の予

言(教 義 と聖約87章)， 知 恵の言葉(教 義 と聖

約89章)， 神権の教 え(教 義 と聖約84章 〉，神

と人との関係についての重要な真理(教 義 と

聖約93章)な どがある。

聖徒たちは初めか ら予言者の啓示や翻訳 を

自分の 目で読みたい と望 んだ。 そこで予言者

は，1830年 の早々から，啓示の編集に着手 し
いましめ

ている。彼は 「誠命の書」 と名付け られるこ

とになった書物 に収める啓示に編集上の訂正

を加 え，さらに1831年11月 には啓示による 「前

書」 と 「追加」 を付け加 えた。しか し新 しい

聖典の印刷が3分 の2完 了していた1833年7

月， インデペ ンデ ンスの教会の印刷所が暴徒

によ り破壊 された。印刷物の一部は教会貝の

手に残っていたが， それか らさらに2年 をか

けて，書物に修正が施 された。予言者はその

書物の内容を多くして，「信仰篇」と呼ばれ る

教義的な講話 を付け加 え，啓示 を大体年代順

に並べ変 えた。こうして，新 しい聖典が 「教

義 と聖約」 として1835年 の秋に出版された。

予言者に従 う人々が啓示の宣言 を待 ち焦が

れる一方で，大勢の隣人が近代 の啓示のある

ことを嘲笑 した。オハイオ州の各新聞はモル

モンの信仰を愚弄 し，聖職者たちもこれに加

わり，時には先頭に立 って公然 と非難 を浴び
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せ た。

反感は暴力に発展す る場合がある。オハイ

オ州におけるその顕著な事件は，1832年3月

24日 夜 ， ジョセブ ・ス ミスと家族が オハ イオ

州ハイラムのジョン ・ジョンソン家に滞在 し

ていた時に起こった。その夜，30人近い暴徒の「.

一 団が予言者 ジョセブ ・ス ミス とシ ドニー ・

リグ ドンをベ ッ ドか ら引 きず り下ろし， 口を.

ふ さいで体の自由を奪い，ふた りを近 くの草

原に連れ出 した。暴徒は狂ったように予言者.

を爪で引っか き，む りや りに口に酸 を流 し込

もうとし，揚 句の果て に裸 の体 に ター ルと

羽毛 を塗 りた くった。また， リグ ドン長老は

頭 を地面に打って一時的な精神錯乱状態に陥

った。さらに予言者はその1週 間後に ミズー

リへ2度 目の旅に出立 した時に も，敵対者た

ちに付けね らわれた。けれども，蒸気船 に逃

がれて旅 を無事に終えることができた。それ

以後，襲撃 と暗殺の危険から予言者を守るた

めに，常時護衛が必要になった。

"

イ ン デ ィ ア ン に福 音 を 説 くジ ョセ フ ・ス ミス



しか し， 回復の良き知 らせ を告げる努力は，

このような困難に も決 して くじけなか った。

ミズー リ州 とオハイオ州にあった2ヵ 所の教

会印刷所か ら，予言者の妻のエマが編集 した

讃美歌集や，聖典の新刊や，教会の最初 の新

聞 『イブニ ング ・アン ド・モーニング ・スタ

ー一』紙が発行された
。 こめように して，1830

年代 初期 に伝道活動が著 しく発展 した。農閑

期に長老たちが近 くの町へ出掛けて行 く短期

伝道 もよく行なわれた。また，手広い伝道に

よって，合衆国の新 しい諸州 とカナダ北部に

福音が伝 わった。

王国の組織

近代のイスラエルが集合 し，福千年に備 え

て主の王国を建設するというのが，1830年 代

におけ る説教 と啓示の中心テーマであった。

そして， イエス ・キ リス トの回復された教会

であるこの王国は，啓示に よって告げ られた

原則 と方式にのっとって組織 された。1835年

の教義 と聖約には，奉献 と管理の職の律法，

ならびに神権の役職に関する啓示 を初め，教

会の運営についてご く初期 に与えられた主の

指示が載 っていた。

主が考えておられる経済の理想形態が，1831

年 と1832年 の啓示の中に示 されている。それr

は奉献 と管理の職 の律法 と呼ばれた。 この新

しい経済秩序に同意した教会員は， 自分の資

産 と所有物 を教会に捧げた。代わって監督が，

「自己と家族 とを養 うに足 るだけ」の財物 を
，

譲 り，すなわち管理 すべ き物 として各教 会

貝に返 した。(教義 と聖約42：30-32参 照)そ

の余剰は必需品に事 欠く人や貧乏な人に与え

られ，教会の出版費用や教会の専任役 員の生

活費に当て られた。また奉献の誓約 を交わ し

た教会貝は，毎年剰余物 を監督に納め るよう

期待 された。

奉献 と管理の職 の律法は，オハイオ州 とミ

ズー リ州の両方で実施された。 しか し，聖徒

たちの中には， この律法や それに続 く一連の

変更に異議 を唱える人々がいた。その結果，

1838年 に，什分の一の律法 という低い制度が

導入 された。(教i義 と聖約119章)

奉 献 と譲渡物 を管理す る責任は監督にあっ

た。 この時期は，パー トリッジ監督が ミズー

リ州，ニューエル ・K・ ホイッ トニー監督が

オハ イオ州の世俗的業務 を取 り扱った。この

監督たちに地区の管轄権が託 され，彼 らは発

展す る教会 を治めるために1830年 代 に任命さ

れた新 しい神権役員の中に数 えられる。

1831年 以 前の教会の宗務組織は，「第一」の

長老 と 「第二」の長老が管理する会長会の下

に，長老，祭司，教師，執事によって構成さ

れていた。 しか し，その後の4年 間に，ジョ

セブ ・ス ミスは幾つかの新 しい神権の職 と定

貝会 を紹介 した。特に重要 なのは，1831年6

月3日 ， カー トラン ドの特別大会で初めて大

祭司が聖任され，以後管理権 を有するこの職

に任命され る人々が次々と出たことである。

管理組織は， カー トラン ド時代以降，形態

が急速に整って きた。1832年1月25日 ， ジョ

セブ ・ス ミスが大神権 の大管長に支持 され，

6週 間以内にシ ドニー・リグ ドンとジェシー ・

ガウスのふた りが副管長に任命されて，大管

長会が構成 された。 しか しガウスは1年 も経

たない うちに教会を離れ，フレデ リック・G・

ウィ リアムズが代 わって副管長に任命 された。

この大管長会は全教会 を管理す るとともに，

1834年2月17日 に組織 された高等評議貝会の

助け を得て，カー トランドステーキ部のステ

ーキ部長会 としても働 いた。 また同年7月 に

ミズー リ州 クレイ郡にもステー キ部長会 と高

等評議員会が組織 された。これが教会のユニ
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ッ トとしてのステー キ部の始 まりである。

啓示によって知 らされた もうひ とつの新 し

い役職は祝福師である。 ジョセブ ・ス ミス ・

シニアが1833年12月18日 に この職に任命 され

た。 また1835年2月 に，中央の定貝会がふた

つ追加 された。十二使徒定員会 と七十人定員

会がそれである。

モルモン経の3人 の見証者が初代の使徒 を

選ぶ任 を受け，24歳 から35歳 の献身的な若者

たちを選び出 した。その全貝が生涯忠実 であ

った訳ではな いが， この選 ばれ た青年 たち

の中には，後年 ジョセブ ・ス ミスを継いで大

管長 となったブ リガム ・ヤングがいた。新 し

.い使徒たちは
，聖任後間もな く， ジ ョセブ ・

ス ミスによっ.て年齢順 に先任後任 の順位 を付

けられた。その名を先任順に挙げると以下の

通 りである。 トーマ ス ・B・ マーシュ，デビ

ッ ド・W・ パ ッテン，ブ リガム ・ヤ ング， ヒ

ーバー ・C・ キンボール
，オルソン ・ハ イ ド，

ウイ リヤム ・E・ ムレリン，パーレー ・P・

プラッ ト，ルーク ・S・ ジョンソン，ウイリ

ヤム ・B・ ス ミス， オルソン ・プラッ ト，ジ

ョン ・F・ ポイン トン， ライマ ン ・E・ ジョ

ンソン。

また， ジョセブ ・ス ミスは1835年2月 に最

初の七十人を召し，7名 の会長 を置いて各定

員会 を管理 させ た。こうして七十人第一定員

会の会長たちが，十二使徒 を補佐 して福音 を

世界に宣べ伝えるすべての七十 人を導 くこと

になった。教義 と聖約の第84章 と107章 に記

されている1832年 と1835年 の啓示では，新 し

い神権役員の責任が明らかにされている。

ジャクソン郡からの追放

カー トラン ドでこれらの組織的発展があっ

た一方で， ミズー リ州の聖徒たちはシオンの
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地 に対す る夢 を打 ち砕かれていた。1833年 に

ジ ョセブ ・ス ミスが シオンの市 と神殿の構想

を明 らかに したが，それによると町は2.59平

方 キロで4ヘ クタールのブロックに分かれ，

24の 神殿が2ブ ロックにそれ ぞれ12ず つ建て

られ る計画であった。しか しこの福千年の首

都の構想は，末 日聖徒 とミズー リの先住者 と

の対立に より延期 されることとなった。

先住の非教会員である開拓民たちは，モル

モンの移住者たちの相次 ぐ入植に脅威を感 じ

た。聖徒たちは早々にジャクソン郡の土地を

買い始めてお り，間 も.なくミズー リ人よ りも

人口が多 くなる日も近 いことだろう。そして，

モルモンが事業や選挙 を牛耳 るに違いない，

と。その上，地域の住民はシオンの集合，奉

献の律法，新 しい啓示 といったモルモンの信

条に懐疑的であった。また，末 日聖徒の改宗

者の 多くは合衆国北東部の出身であったが，

当時の ミズー リ人は奴隷制度 を含めて南部の

社会体制に味方 していた。

ミズー リの住民は とりわけ黒人自由民の問

題に神経 をとが らせてお り，州法は 自由黒人

の ミズー リ州への入植 を禁止 した。 この州法

の発布 は，モルモンに対する敵意が爆発 した

1833年7月 の論争の さなかであった。これに

先立つ数 ヵ月間， ミズー リの有力開拓民が好



暴 徒 に連 れ 出 さ れ た ジ ョ セ フ ・

ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ドン

まし くない隣人を立ち退かせ るためにいろい

ろ画策していた。彼 らは反モルモンの記事 を

流 し，非モルモンの異教徒 たちは， 自分たち

の土地か ら強制撤去 させ よ.うと言い張る一部

の過激な聖徒 たちの主張 を糾弾 していた。7

月に，教会の新聞である 『ザ ・イブニング ・

アン ド・モーニ ング ・スター』紙が， ミズー

リの 自由黒人移住禁止法 を論評する記事 を掲

載 したところ，地域住民はそれを移住の奨励

すなわち自分たちの奴隷制に対する威嚇 と受

け取 った。教会新聞の編集長であったウィ リ

アム ・W・ フェルプスはす ぐさま釈明の一文
.「を載せたが

，激怒した住民はすでに 「秘密憲

法」 と呼ばれた公式声明 を出し，聖徒の追放

に乗 り出 していた。

ミズー リ人はその月の下旬に，最後通告の

支持 を採 りつける目的で公開の集会 を開いた。

彼 らは末 日聖徒の入植者に，土地 と事業 を売

却 して州から撤去することを求めた。地域の

教会指導者が この案 を拒否す ると，性急な ミ

ズー リ人たちが印刷所 を壊 し，モルモンの事

業家たちを襲撃 した。エ ドワー ド・パー トリ

ッジとチャールズ ・アレンは公共広場 でター

ルを塗 られ，羽毛 を付け られた。それか ら3

日後，教 会役 員た ちは暴徒 に銃 を突付け ら

れ，翌春 までにモルモンの全地所 を明け渡す

という誓約書に署名 させ られたのである。

ジャクソン郡の教会指導者は， ミズー リ州

のダニエル ・ダンクリン知事に保護 を願い出

た。 しか し州の役人か ら地域の法廷に援助 を

求め た方が よい と言われ， そのようにした。

同時に聖徒 たちは， 自分たちの家や財産は 自

分たちで守 るという意志 を表明 し，武装 を始

めた。 ミズー リ人はこの行動 を譲渡約束に対

する違約 と見な した。そして10月31日 ，聖徒

たちに対 して最初の報復措置が取られたので

ある。50人 程の 男た ちが， インデペ ンデ ン

スの13キ ロ西にあるビッグブルー川沿いの入

植地 を襲 い，家々 を壊 し，数名の男たちをむ

ち打 った。インデペ ンデンスのモルモンが度

重なる脅迫に屈 して家 を捨てたのは，それか

ら1週 間 もた たない内 であ る。11月4日 の

ビッグブルー川での小競 り合いでは，銃撃戦

により双方 とも数人の死者 を出した。

ミズー リ州副知事の リルバーン ・W・ ボッ

グズは， インデペ ンデンスの住民であったこ

とか ら，対立 グループ間の仲介役 を務めた。

彼は聖徒 たちに武装解除 と10日 以内の平和的

移転 を勧めた。 そして，地域の教会指導者た

ちはこの提案 を受け入れた。 しか し，暴徒の..

実 力行使 はや まなかった。聖徒たちは急いで

荷物をまとめ，安全を求めて四方に散った。

多 くの聖徒 たちが ミズー リ川 を渡って直接北

のクレイ郡に入ったところ，郡都 リバティー

の住民は仕事や住居や 食料を提供 して くれた。

そこで，避難民は空家になっている奴隷小屋

に住んだ り，粗末な仮小屋 を建てたり，テン

トを張ったりしてそこに住んだ。春が来 ると，

彼 らは土地 を借 り，職 を見付けた。

ジャクソン郡か らの時ならぬ退去 を，予言

者は深 く憂慮 した。聖徒 たちが苦難 を被 った

上に，.集合の中心地の建設計画が頓挫 したの

であった。彼は難民たちに土地の返還 と損害
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賠償を訴 えて法律 闘争を続けるように助言 し

た。そこで聖徒たちは， ミズー リ州知事 に帰

宅する際の軍隊の護衛 を頑んだ。知事はこれ

を了承 したが、その軍隊は聖徒たちを憎悪す

るジャクソン郡の民兵であると言い渡 された。

法廷の証入たちの当惑 を見て とった教会指導

者は もはや これまでと腹を決め，合衆国大統

領 アン ドリュー ・ジャクソンに請願 した。し

か しワシン トン政府は，州の政策 を強力に支

持 してお り，連邦政府が地方政治に口出 しす

ることを好まなか った。そして合衆国政府は，

この問題 をミズー リ州に差 し戻 した。

これ らの請願中に，ジョセブ ・スミスはシオ

ンの地の受けもどす補助手段 として末 日聖徒

の志願兵 を募 った。1834年2月 にはカー トラ

ン ドの近辺 と合衆国東部から先発隊が集 まり，

その後 も聖徒たちが加わって ミズー リ州 まで

1，600キ ロ行軍す るこ とになった。シオンの

陣営 として知 られる205名 の志願兵は， ミズ

ー リの州兵 と協力 して，モルモンの避難民を

安全に護送するというダンクリン知事 の約束

の遂行に当たる覚悟 でいた。しか し，知事は

約束を撤 回した。末 日聖徒に肩入れ をすれば，

それを不満 とす るミズー リ人が内乱 を起 こす

だろうと心配したか らであった。その代わ り

に知事は聖徒 たちに，争点の土地 を売って他

の土地へ移 るように勧めた。

双方の代表は1834年6月16日 ， リバティー

の裁判所で顔を合わせた。教会の代表者は先

住者たちに土地の買い上げ を申し出たが拒否

され，聖徒たちも自分の土地の売却に応 じず，

交渉は物別れに終わった。それか ら数 日後，

ミズー リ州 ジャクソン郡のす ぐ外側 を流れ る

フィッシング川のほ とりで，シオ ンの陣営が

最後の野営 をしていた時に，ジ ョセブ ・ス ミ

スは土地の奪還 を延期するように という啓示

を受けた。それか ら1週 間後，彼は陣営を解
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散 した。そ して兵の多 くは少入数ずつば らば

らにオハイオ州 カー トラン ドへ もどって行った。

しか し一部の人々は ミズー リ州にとどまった。

ミズー リの聖徒は ミズー リ州 クレイ郡 に2

年 間滞在 した。その後先住者たちが聖徒 たち

の永住に反対 し始めた時，州政府の世話を得

て移住先が決 まり，聖徒たちは今度はそこよ

り北方の入植の まばらな地域に落 ち着いた。

政府の役人は政治家の同意を得て， ミズー り

州に2つ の新 しい郡 を作 った。聖徒たちはそ

の新 しいコール ドウェル郡のショール ・クリ

ー ク沿いに
， ファーウェス トの町 を建設 した。

そこは聖徒たちの新たな西部 の集合地 とな り，

2年 問に5，000人 に及ぶ教会員が住みついた。

ファー ウェス トには各種の店 とか じ屋，宿屋，

印刷屋，学校があった。コール ドウェル郡 と

2番 目に作 られたデー ビェス郡の各地に聖徒

たちは小さな集落を作 った。そのひとつが1838

年 春 に建設されたアダム ・オンダイ ・ア「マ

ンである。 ファーウェス トとアダム ・オンダ

イ ・アーマ ンでは，神殿用地が選ばれた。 し

か し，両方 とも暴徒の妨害 と聖徒が結局 ミズ

ー リ州か ら追放 されたことによ り
，神殿は建

築 されなかった。

ミズー リ州における再入植 と，その地 にお

ける教会の進展の遅れか ら，カー トラン ドに

末日聖徒の安定 した中心地 を維持 し，神殿 を

建てることの重要性が倍加 したのであった。

しか し，1830年 代 半ばにカー トラン ドの聖徒

たちは，背教問題 と経済問題に悩 まされるよ

うになった。その結果，聖徒たちはカー トラ

ン ドの市 を北部 ミズー リの入植地 もろとも見

捨 てて，イ リノイ州ノーヴーに避難地 を求め

ることとなるのである。

(続 く)



シ オンの陣営に志願 した200余 名 の兄弟た

ちは，往復3，200キ ロ という道の りを，

数々の困難を克服 しなが ら歩き通 した。ブ リ

ガム ・ヤ ング兄弟の脳裏には，オハ イオ州 と

ミズーリ州 の間 を，一一日50な い し65キ ロの速

さで3ヵ 月歩き通 した苦 しい経験が焼き付い

ていた。ぬか るみにはまった荷馬車 を大変な

思いで引っ.張り出さなければな らないことも

あった。20人 か ら30人 が か りで一台の荷馬車

を丘の上 まで引 き上げることもしば しばであ

った。力の強い者は，体力のない者や歩けな

くなった者を助 けなければならなか った。ブ

リガ ム ・ヤ ン グ兄 弟 は 当 時 を 回 想 し て 次 の よ

うに 述 べ て い る 。 「寝 る の は た い て い 夜 中 の11

時 か12時 過 ぎ で ，朝 は 早 く起 床 し た 。」起 床 ラ

ッ パ が 吹 か れ る の は ， 午 前311寺 か ら4時 の 間

で あ っ た 。(ノo〃 規 α/げ1万 ∫α沼 脱 ∫「説 教 集 」

4：101102)

こ れ は 彼 ら に と っ て ， 忍 耐 を 学 ぶ と同 時 に ，

試 練 の 時 で あ っ た 。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は， 次 の よ う に 語 っ て ， 食 用 に す る 以 外 い か

な る動 物 を も殺 ざ な い よ う彼 ら に 勧 告 を与 え

て い る 。 「人 が 悪 意 をな く し，動 物 界 を破 滅 に

導 く手 を 止 め る な らば ， ラ イ オ ン と小 羊 は 一
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緒に暮 らす ようになるだろう。」(∬ 短o拶 ρプ

魏θC勧 π勿 「教会歴史」2：7172)

ブ リガム ・ヤ ング兄弟は予言者 ジョセブの

この言葉に耳 を傾け， これに従 った。ヤ ング

兄弟が，背丈の高い うっそうと繁 った草の上

に寝袋 を広げよ うとした時のこ とである。が

らが らへびが とぐろを巻いて，彼に襲いかか

ろうと身構 えた。そこでヤ ング兄弟は近 くに

居合わせた友人を呼んでこう言った。「このへ

びをどこかへ連れて行 って，二度 とここへ もど

って来ないように言って くれ ませんか。それ

から，仲間に も今夜 はこの陣営の中に入 り込

まないよう伝 えてほ しい と言って下 さい。間

違ってだれかに殺されで もしたら大変ですか

ら。」するとその友入は，言われた通 りにへ び

を取 り上げ，キャンプか らかな り離れた所 ま

で無事にそのへび を運んで行ったということ

である。

ヤ ング兄弟は次第にその天賦の才 を発揮 し

始めた。陣営の隊長のひ とりに選ばれた彼は，

よく他の兄弟たちに福音を説 いた。彼はまたと

きどき，食糧調達の責任を与えられた。彼は常

に予言者 ジョセブ ・スミスの指示に忠実に従い，

数 多くの経験を積 んだ。 しか し中には，予言

者の指示に不平 を漏 らす者 もいた。行軍の苦

しさから，意志の弱 い隊員は愚痴 をこぼさず

にはいられなか ったのである。ブ リガム ・ヤ

ング兄弟は次のように回想 している。「私たち

は，不安におびえて不平 を漏 らす，始末に終え

ない隊員に悩まされた。私たちに とって，大

隊を組んで長旅 をす るのは初めてのことだっ

たか らである。……ジョセ ブ兄弟はこの大隊

を導 き，勧告 と指針 を与える一方で，そのよ

うな無法で悪意ある隊員に敢然 と立ち向か っ

た。」(「説教集」10：20)
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しか し， シオンの陣営は ミズー リ州の聖徒

を救 い出す という目的を遂 げることはできな

かった。そのために，陣営内の不和は募 る一

方であった。当初の計画では，州兵が末 日聖

徒 をジャクソン郡に復帰 させた後， 自分の家

に帰 った彼 らの安全を図るため にカー トラ

ン ドか らシオンの陣営を送 り込むという手 は

ずになっていた。 ところが，予定の時になっ

て も， ミズー リ州知事 は，州兵 を召集で きな

かったのである。その上，主の指示 もあって，

ジョセブ ・ス ミスは陣営 を解散せ ざるを得 な

かった。こうして， ミズー リ州 での戦闘はな

く，陣営 の兄弟たちはオハイオ州にもどった

のである。

カー トラン ドに帰 ったブ リガム ・ヤ ングは，

多 くの人々から，西部 に向か ったシオンの陣

営についていろいろと質問を浴びせ られた。

彼 らの質問 を思い出しながら，彼はこう語 っ

ている。「あの行軍で恵みを受けたのはだれだ

ろうか。行軍が主のみこころであるならば，

どのような目的 をもって主 は私 たちに行軍を

命 じられたのであろうか」 と。ブ リガム ・ヤ

ングは， 自分が貴重な経験 を積 んで きたこと

をはっきりと自覚 していた。「私は兄弟たちに，

自分は十分報 いを受けたと語った。事実，予

言者 との旅で得た知識は，私の器にあふれる

ばか りに満ちた。」(「説教集」10：20)

数 ヵ月後の1835年2月14日 に，予言者ジョ

セブ ・ス ミスは主か ら，十二使徒定員会を組

織す るように という啓示 を受けた。そして，

ブ リガム ・ヤング兄弟は，十二使徒 のひ とり

に選ばれた。シオンの陣営の行軍中に見せた

彼の勤勉な働 きぶ りが，予言者 ジョセブ ・ス

ミスと主に認め られたのである。



新 しい系図プログラム

系 図 部 ジ ョ ー ジ ・H・ フ ァ ッ ジ実 務 部 長 との会 見

1977年8月 に ス ペ ン サ ー ●w● キ ン ボー ル

大管長 は言われた。「私は，生者への伝道

と同様 に，死者のための神殿活動 も急 ぐ必要

があると感 じている。私は先 日も教会幹部の

兄弟たちに話 したが，死者のためのこの業の

ことがいつ も私の心 を離れない。……私たち

は皆 さんが個人 として も家族 としても，老い

も若 きもこの業 を進めるように無条件 に勧め

る。」(Eηs忽 η 「エンサイン」1977年10月 号 ，

P.82)

本 誌 ：6月 の地区集会で，来年か ら系図プロ

グラムの規模が大幅に拡大されると発表 さ

れました。この変更についてお話 いただけ

ませんか。

ファッジ兄弟 ：現在の4代 家族の記録プログ

ラムによって，会員は 「家族の記録」にな

じみ，系図の情報の まとめ方に も慣れてき

ました。 また，このプログラムによって記

録が教会の記録保管所に送 られ，系図 と神

殿活動が非常に進み ました。

今 日新 しい技術が開発 され，主の目的も

これ までにな く正確かつ迅速 に達成 される

ようになっています。主のみ業 を推 し進め

るに当たって，この技術 を活用 しなければ，

私 たちはとがめ られ ることでしょっ。

これまで教会員は，4代 あるいは可能で

あればそれ以上 さかのぼ って家族の記録 を

提 出する責任 を与えられていました。この

探求 を行 なうには，手紙 を書いた り，世界

各地 を旅行 した りして，時間 と費用が沢山

掛か りました。 しか もその割に入手できる

情報は多 くあ りませんでした。また，同時

にほかに も親戚の人が同 じ情報を求めて時

間 と費用を掛 けているということがあ りま

した。次に，それぞれが探求 を終えて系図

部へ記録 を提出しても，記録が食い違 うこ

とがよ くあ りました。不正確 な記録 を受け

入れることはできません。 また，膨大な作

業 をこなさなければならない現在， これ以

上重複 して仕事 をすることはできません。

本誌 ：どの ような点が変更されるのですか。

ファッジ兄弟 ：会員は 自分の兄弟，姉妹.両

親 と会って，「家族の記録」の記載事項を比

較 し，正確か どうかを調べ，家族の中のひ

とりが最終的に正確な4代 の 「系図表」 と

それに伴 う 「家族の記録」 を系図部に提出

します。 この段階 で家族は父方と母方の親

戚(お じ，おば，祖父母)と 会って，彼 ら
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1

と先代の記録が正確 であるか どうかを調べ

ます。

その後の調査 で新 しい情 報が手に入 り，

提出した記録に変更を加 えなければならな

い時，それぞれの家族は教会の系図部に，

追加あるいは訂正 を通知 します。

1978年12月 で現在実施されている個人の

ための4代 家族の記録プログラムは終わ り，

新たに家族のための4代 プログラムが始 ま

ります。そ して，1979年7月 から，新たに

作成された 「家族の記録」 と 「系図表」の

受理 を開始 します。

4代 以上さかのぼって探求 し，作成 した

記録 も受理 します。 しか し今後は個 人にこ

の探求が要求 されるこ とはな くな ります。

代 わりに教会が膨大な記録 を収集 し，それか
.ら情報を抄出して

，死者の神殿儀式を行な

うようにな ります。

本誌 ：この収集 と抄出のプログラムは どの よ

うに行ないますか。

ファッジ兄弟 ：私たちは現在35ヵ 国で95台 の

カ..メラを使って，年間4千 万から5千 万ペ

ー ジの記録を撮影 しています。次にこうし

て収集 した記録を分類 し， 目録 を作成 して

います。

その記録か ら情報を 「抄 出」 し，処理手

続 きを踏んで死者の名前 を神殿に送 り，儀

式 を施す ことにな ります。そのために私た

ちはステーキ部で記録抄出プ ログラムを始

め ました。

現時点では，ひとりの撮影技師の仕事量

をこなすのに約900人 の抄出係が必要であ

ると見積 っています。今95台 のカメラが使

用 されていますが，数年内に この数はもっ

と増えることでしょう。そこでこれまでに

すでに撮影されたものや，現在撮影 してい

るもの を処理するのに多くの抄 出係が必要

とな ります。

本誌 ：この話を聞 くと，系図の仕事が個人に

関係のないものになってい くように思 う人

がいるかもしれませ ん。これ まで自分の祖
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先 を捜すことは自分の責任であると考える

ように奨励 されていた と思 うのですが，・こ

の点につ いてはいかがですカ}。

ファッジ兄弟 ：その通 りです。 しか し主のみ

業の進展す る速度が増すにつれて，主は幹

部の兄弟 たちに 「私たちは皆共通の先祖 を

いただいている」 とい う重要 な真理 を示 さ

れ ました。私 たちは皆共通の先祖，アダム

とイヴの子孫です。しかし，私たちの系図

はアダムに達す るずっと前に重な り合って

きます。数代 さかのぼ ると，皆さんの先祖

は他の 多くの人の直系の先祖 でもあるので

す。

このことを理解すれば，私 たち教会員は

皆，互いに協 力して先祖 を捜 そうとい う気

持ちになることで しょう。その結果 として，

血縁上 も霊的にも親戚である人々を救 う働

きが有効 に行なえるのです。

主は私 たちが この仕事 を 「末 日の聖徒 と

して」 また 「教会員として，……民 として」

(教義 と聖約128：24参 照)一 致協力 し達

成す ることを望んでお られ ます。

ある意味で，私たちが死者の業 のために

用いている方法は，生 きている人々に対す

る伝道で用いる方法に似 ています。私は英

国で伝道す るように召 されれば， 人を偏 り

見ることな く，出会 うすべての人々に教 え

を説 くことで しょっ。私 と同 じ姓 の人にだ

け，あ るいは私 と近い親戚関係にある人に

だけ福音 を説 くというようなことはしない

で しょう。

また，福音を受 け入れるか もしれない人

人 を無視 して，ひ とりの人を捜 し出すため

に宣教師を大都市に派遣するようなことは

しません。 しか し，近代の技術がなかった

過去の時代に私たちが系図の探求 で取った

方法はこれで した。現在主は私たちに新 し

い手段 を与え られました。そこで教会幹部

は，死者のための伝道に力 を入れる時が訪

れたと判断 しています。系図 と伝道は事実

上 同じ仕事です。 したが って，同 じ原則，



同じ手法が取 られ るのです。

本誌 ：記録抄 出プログラム を実施 しているス

テーキ部に住む会員は， どのように これに

参加で きますか。

ファッジ兄弟 ：35ヵ 国で記録 を収集 していま

すか ら，言語は様々です。ハ ンブル グのス

テーキ部では ドイツ語 の記録 を抄 出し， メ

キシコのステーキ部ではスペ イン語で記録

を抄出す ることになります。

資格 のある人がいれば，ステーキ部長は

その人をステーキ・部系図宣教師に召 し，.任

命します。ステーキ部 に何人のステーキ部

系図宣教師が必要か， また各人が1週 間に

何時間その仕事 を行な うかは，ステーキ部

長が決めます。召された人は，記録のフィ

ルムか ら結婚，死亡等の情報 を抄 出で きる

よう文字の読み方 を学びます。

記録 の抄 出はすべて，ふた りの人が行な

います。そして結果 をコンピューターにか

け， コンピュー ターが情報 を比較 します。

食い違いがあれば，機械の作動が止まり，

もうひとりの確認係の タイピス トが直ちに

どちらの抄出が正確か を判定 します。 こう

することに より，正確な記録を作成します。

本誌 ：一般の会員で も記録抄出の仕事ができ

ますか。

ファッジ兄弟 ：それは訓練次第です。正確 に

す らす らと文字が読め るようになるには何

週間かの訓練が必要 です。

本誌 ：抄出の仕事に携わ らない人に も， 自分

の4代 の系図を提出した後，まだ何か系図

に関す る責任が あるので しょうか。

ファッジ兄弟 ：もちろんです。教会員のでき

るこ とは沢 山あ ります。例 えば，ステーキ

部長は会員に，墓石の文字 を写 した り 法

廷の古 い記録を書 き取 ってもらった りして，

最終的に系図上価値 のある記録 をすべて収

集 し，索引を作成するように します。 これ

を行なうためには，相互調整が必要 です。

そうすればその地域 に先祖のいた人は，4

代 の系図を作成する時に， この記録を利用

することが できます。

記録の索引を作ることは，会員にできる

もうひとつの重要な仕事です。フィルムを

1本 ずつ見ていかな くても，索引を調べれ

ば必要なフィルムが取 り出せ るか らです。

会員にできる第一の仕事は，記録か ら抄出

された死者のために神殿の儀式 を行なうこ

とです。1977年6月 に，ユ タ州セン トジョ

ージの2つ のステーキ部の協力 を得て，抄

出の作業を試験的に開始 しました。現在40

人弱の人が抄出係 として召 され，セン トジ

ョージ神殿 で現在行 なわれている死者の儀

式に要する名前 を全部提供 しています。

神殿で儀式 を施す死者の名前はその神殿

地区内のステーキ部が提供することが望ま

しい というキンボール大管長の願 いは，将

来の姿 を暗示するものであ り，程 なく実現

することで しょう。そ して， この状態に至

れば， さらに盛んな次の神殿活動 に移行 し

てい く姿が容易に想像で きることでしょう。

神殿の数は増え，生者の間で も死者の間で

も，伝道が盛んになることで しょう。教会

全体 として私たちは予言の成就する時代の

ただ中に生 きているのです。

私たちは神殿活動のために，膨大な人名

の目録 を作成しようとしています。すでに

多数のマイ クロフィルム を所有 してお り，

現在 も毎 日多 くの記録 をマイクロフィルム

に撮ってい ます。このマイクロフィルムか

ら記録 を抄 出す るのです。平均 して，ひと

りの入で1時 間に20の 氏 名を抄 出できます。

系図宣教師がさらに 多く召されると，神殿

に送 る氏名の目録 を作成することがで きま

す。そ うな るとどの神殿地 区も神殿の仕事

をもっと速 く推 し進める必要性 を感 じるこ

とでしょう。神権指導者は会員にもっと頻

繁に神殿に行 くよう奨励するようになるで

しょう。神殿で行 なわれるエ ンダウメント

の数は増え，神殿が開かれている時間 も長

くな り，今 より多くの人が もっと頻繁に神

殿に行 くようになることで しょう。
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神殿が1日24時 間 開かれ，神殿が ここか

しこに建てられる日が来るのをキンボール大

管長が予見されたことは，容易に うなずけ

ます。記録の収集 と抄 出の作業がこの状態

を実現に近づけ ます。新 しい神殿を建てる

ことと神殿に行 くことが これまで以上に強

調 されることでしょう。 これを達成 させ る

唯一の方法は，教会員個人の努力に依存す

るのではなく，会員の力，英知，才能を結

集 させてこれを利用することです。

本誌 ：抄出された氏名の処理を速めるために

何か行なっていますか。

ファッジ兄弟 ：従来系図部が果 たしてきた機

能の多 くを，合衆国外の神殿地区に設けら

れる神殿サービスセンターが果たす ように

な ります。例 えば，現在ブラジルで神殿サ

ー ビスセンターが業務 を始め ているので
，

ブラジルの聖徒は もう「家族の記録」や 「個

人記入フォーム」をソル トレー ク ・シティ

ーへ送って確認処理 してもらい
，またブラ

ジルへ返送 してもらうとい う手間を掛ける

必要はあ りません。 また，神殿の儀式を終

えた記録 をソル トレー ク ・シティーへ送 る

必要もあ りません。ブラジルで記録 を処理

し，必要 な神殿の儀式を行ない，ブラジル

に記録 を保管す ることにな ります。神殿は

終了 した儀式の写 しだけ をソル トレー ク ・

シティーへ送 り，安全に保管す るため地下

の保管庫に納め るようにします。

マイクロフィルムを作成す る作業につい

ても同じことが言えます。私 たちは間 もな

く世 界各地で記録を撮影 し，処理 し， 目録

を作 り，記録の抄出を行 なうようになるこ

とでしょう。神殿地区でその作業を終える

と，ネガフィルムだけが ソル トレー ク ・シ

ティーの系図部に送 られます。

本誌 ：いつこの神殿サービスセンターの設立

を開始 しますか。

ファッジ兄弟 ：必要 に応 じて設立 します。す

でに， メキシコシティー とサ ンパウロと東

京には設立 されています。これはこの仕事
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の責任 を教会員に課す計画の一部 です。教

会員に権能 と記録，抄 出と確認処理り手段，

それに神殿が託 されることにな ります。

神殿の儀式 を記録する作業は，間 もなく

神殿に小 さなコンピュー ター を設置す るこ

とによって大幅に時間が短縮 され ることで

しょう。 コンピューターによって死者の名

前が提供 され，記録が自動的に最新の状態

に維持 されるようにな ります。神殿推薦状

には， あなたの名前 とユニッ ト(ワ ー ド部

とステー キ部)番 号を示すマ グネッ トが付

けられます。その推薦状 をコンピュー ター

に入れると，す ぐにあなたが身代 わりにな

る人の氏名が印刷 されたものが出て きます。

また， コンピュー ターに より神殿記録にあ

なたの名前 とユニッ ト番号，儀式の 日付が

記録され， 同時にワー ド部神権指導者のた

めに統計記録が作成され ます。

本誌 ：まだ4代 の家族の記録 を完成 していな

い人に役立つ新 しい情報があ りますか。

ファッジ兄弟 ：あ ります。 日曜学校に新 しい

12週 間の系図 コースが設けられます。 これ

は4代 の系図探求 を行 なう方法を取 り上げ

たものです。 もうひ とつ助けになるのは，

コンピューター化 された系図ファイルです。

会員が1979年7月 以降正確 な系図表を提出

して下 されば，私たちはその系図情報に基

づいてコンピュー ター ・ファイル を作成 し

ます。

例 えば，会員が 日曜学校の系図 クラスに

出て，4代 の家族の記録 を提出す る方法 を

学んだとします。 この人が最初にすること

は，教会のコンピュー ターに記憶 された系

図ファイルを調べ ることです。分かってい

る範囲で系図表 を提出 して下 されば，系図

部はコンピューターによってその人の系図

がすでに教会のファイルに入っているか ど

うかを調べ ます。そ して， その人に私たち

の持つ情報 を全部提供 し，同時に情報提供

者の名前 と住所を教えます。

私たちはまたコンピュー ター を使 った 目



録 を作成中です。 この 目録には，私 たちの.

図書館 にある蔵書のすべて と，私たちの図

書館になく，マイクロフ ィルムに撮影する

予定 もない世界各地の系図記録の情報 も挙

げられています。 したがって，その 目録 を

調べ ると，必要 な記録の所在が分か ります。

できれば，その 目録をマイクロフィッシュ

あるいはその他によって， ステー キ部の図

書館に安価に配布 したいと考えています。

本誌 ：この仕事は今後 も発展す ると思います。

あなたは家庭 で子供さんを交 えて何 をなさ

るつ もりですか。

ファッジ兄弟 ：私は子供 たちや，私の姉 とそ

の子供 たち，それに私の父 と集まって，「系

図表」と「家族の記録」に載る情報が主確か

どうか確認す るつ もりです。 そして1979年

7月 に，す ぐそれを提 出します。私はまた

4代 以上 さかのぼ って系図を全部提出 しま

す。

次に結婚 した子供たちに， それ ぞれ家族

の歴史 と個人の歴 史を書 き続けるよう勧め

ます。私は 自分の生涯 の事柄 をテープに吹

き込み始めました。テープに吹 き込むこと

は，孫 も曾孫 も実際に私の声 を聞 くこ とが

で きるので特に価値があると思っています。

本誌 ：教会は 日記 をつけた り，個人や家族の

歴史を書 くことを非常 に強調 していますが，

それはなぜか説明 していただけ ませんか。

そのこととこの仕事 とどんな関係があるの

で しょうか。

ファッジ兄弟 ：記録 をつけ るように主か ら命

じられてい るとい っこ ともあ りますが，そ

のほかそれによって子供や孫が 自分たちの

受 け継いでいるものを自覚 し，大 いに恩恵

にあずか るということがあ ります。個人の

記録は私たちに先祖 を身近に感 じさせ，先

祖 のことをよく知 ることで私 たちの心 をそ

れだけ先祖に向けさせ て くれます。祖父母

の 日常の活動が， もっ と戒め を守 るように

しようとい う私たちの意識を高めて くれる

ことがよくあります。その結果家族のきずなは

強 くな り，先祖のために福音の救いの儀式

を行ないたい とい う望み も大 きくな ります。

本誌 ：1980年 にユ タ州 ソル トレーク ・シティ

ー で 「私たちの受 け継 ぎを守 る」 というテ

ーマで世界記録会議が開催されることが最

近発表され ましたが， この会議の主な目的

がそれなのですか。

ファッジ兄弟 ：そうです。私たちは人々に個

人の歴史 と家族史 を残すように勧めたいの

です。教会が家族や個 人，それに社会に受

け継がれている遺産に関心 を寄せ ているこ

とを人々に知 らせることによって，この会議

が伝道の面で貢献す ることを願っています。

もうひ とつの大 きな 目的は， コンピュー

ター を使 った系図ファイル を世界に開放す

ることです。私たちは会員はもとより非会

員にも，マスターファイル を作成するのに

役立つ系図 を提出するよう奨励 しています。

私たちはこの大会が開かれ ることを非常に

喜んでいます。そして大きな成果が得 られ

ることを期待 しています。

本誌 ：これ らの新 しいプログラムについてあ

なたは どの ように感 じてお られますか。

ファッジ兄弟 ：私たちは本当に恵まれた時代

に生 きていると思います。昔の予言者の中

には今の時代に住みたい と思った人が大勢

いたことでしょう。今は非常に多くの働 き

が必要な時代です。この働 きは皆で分担す

べ きものです。人がひとりでできるもので

はあ りません。

私は救い主がゲッセマネの園に入る前に

捧げ られた祈 りの ことを思い出します。救

い主は，ご自分 と御父がひとつであるよう

に，弟子たちもひとつ となれるよう祈 られ

ました。(ヨ ハネ17：22参 照)私 たちはアダ

ムの家族 をひとつに しようと努力 していま

す。それ をす るには，力 を合わせ なければ

な りません。そ して， そうする時にもちろ

ん天の御父が求めておられるみ業が達成さ

れるのです。 しか も御父の時間表に従 って

進められ ることになるのです。
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鍵
繹蝋臨

去 る10月13日,+二 使徒評議貝会会員ボイ

ド･K･パ ッカー長老 より伝道部長に任命 さ

れました。そこで翌朝,早 速書店に行 き,東

北 を紹介する書物 を何冊か拾い読み してみま

した。その中に共通 していたのは,自 然の美

しさと,そ の中で生きる忍耐強 く純朴な人々

の暮 らしです。

あれか らまだ数週間ですが,今 私は東北六

県で働 く宣教 師に会 うため各地 を訪問 してい

ます。車窓には美 しい紅葉の山々が映え,自

然は秩序の存在することを無言の内に証明 し

ています。アルマ書第30章 でアルマは,神 の

実在を否定する疑 い深いコラホルに次のよう

に言っています。｢万 物は神のあることを示し

ている。大地 もその表面にある万物 も,大 地

の運動 も,各 々秩序正 しくその軌道 を運行す

る天体 も,み なこ とごとく全能全権の創 り主

があることを証明している。｣(ア ルマ30:44)

峡 谷 を走 る車の右,左 に,次 から次へ と姿 を

見せ る山並みはこれでもかこれでもか とアル

マの言葉 を再現 し,創 造主の偉業 をほめたた

えています。

この ような 自然に恵 まれた東北六県で,現

在160名 の宣教師たちが伝道 しています。こ

の地を訪れて最初 に感動 したのは,彼 ら160

人が語って くれた,｢な ぜ この東北へやって き

ましたか｣と いう問いに対す る答えです。向

かい合 った宣教師のひ とりは,生 まれつ き右

足の骨がひとつ足 りな くて歩 くことができず,

今 までに14回 手術を受けたと語って くれ まし

た。ズボンに隠れた足にそっ と触 れた私の手

に,固 い木の感触が伝 わって きました。｢子

供の頃い じめ られた り,転 んだ りで,足 が不

自由なことを何度 とな く泣 きました。そんな

時,お 祈 りをす ると,そ の度に悲 しみは消え

ていきました。10数 回の手術 と言えば大変な
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ようですが,父 がいつ も手術前に祝福 をして

くれたので,安 心 して手術室 に入れましたし,

毎 日少 しずつ良 くなって くるので楽 しみでし

た。 また,そ のことか らも神様が生 きていら

っしゃることが よく分か りました。｣こ の よう

な身の上をごく自然に明るく話 して くれる宣

教師の態度に,私 は強 く胸を打たれました。

健康体で も疲 れる伝道の仕事 を,不 自由な身

でや り通そうとする宣教師の底力はどこか ら

くるのでしょうか。この ことを考えても,宣

教師が確かに神の使いであることが分か ります。

ひ とりの宣教師はこんな体験を語って くれ

ました。｢私 は12歳 の時にバプテスマを受 けま

した。けれども,間 もな く教会の教 えを外れ,

教 会に行かな くな りました。兄ふた り弟ふた

りの兄弟 たちも,私 の影響で良 くない道へ走

りました。ところが,大 学に入 り,家 を離れて

ひ とり暮 らしをしていたある夜半,自 分が今

までしてきた良 くないことが,突 然走馬灯の

ように思い串されてきたのです。 自分の行動

だけでな く,､兄や弟たちの悪の源 も自分 であ

るとい う思いが,裁 きの座にあるごとく,私 を

襲って きたのです。私はあま りの恐 ろしさに

耐えられず,ベ ッドのそばにひざまず くと,

一 心に神 に祈 り始めました
。そうす るよ りほ

かに方法がなかったのです。今 までに 自分か

ら本気で祈ったことがなか ったので,ど のよ

うに祈れば よいのかわか りませんでしたが,

とにか く主に祈 りました。すると,『 早く家に

帰った方がよい』 という気持 ちを感 じました。

そこで,夜 が明けるとす ぐ母 に電話 し,翌 日

帰宅 しました。その明 くる日は日曜 日でし乙。

いつ も10時 か11時 頃起 きる私でしたが,そ の

朝はどうしたことか,亀五時半に目が覚めて,

も う眠れませんでした。そこで仕方な く起き

出すと,急 に教会へ行 って見た くなりました。
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ジエ ーム ズ ・E・ フ ァウス ト長 老

使 徒 に召さ れ る

去 る9月30日 ， 過去2年 間，七十人第一定

員会会長会の一員を務めて きたジェーム ズ ・

E・ ファウス ト長老が，新たに十二使徒評議

員会の会員として支持 を受けた。

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長は，総

大会の土曜 日の午前の部 において， ファウス

ト長老が新 しい使徒に召されたことを発表 し

た。それと同時に， ソル トレー ク ・タバナ ク

ルに集まった全会衆に支持の挙手が求め られ，

全員一致で支持された。

ファウス ト長老(58歳)は ， ソル トレー ク・

シティーで弁護士業を営み，1972年 に教会幹

部に召されて以来，教会の指導者 として働 い

てきた。そ してこの度，デルバー ト ・L・ ス

テイプレー長老の死去(8月19日 〉に伴って

生 じた，十二使徒評議貝会の空席を満 たすこ

とになったものである。

使徒に召されたファウス ト長老は，土曜 日

の午後の大会で，会衆に次の ように語った。

「キンボール大管長
，な らびに兄弟姉妹 の皆

さん，私は今，この召しを受けるのに自分は

ふさわ しくないのではないか という気持ちで

います。 これまでにこの召 しを受けただれよ

りもその気持 ちが強いか と存 じます。

しか し私は，聖 なる使徒職 にある者の第一

の条件が，神聖な贈い主，キ リス トなるイエ

スの個 人的な証人 となることであるのを知 っ

ています。 この点については，私 にも資格が

あ ると思います。私は言葉に言い表わせない

神のみたまの平安 と力によって，真理 を学ん

でき.たか らです。」

また，長老は次のように語 った。「私は，地
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位のない人や しいたげられている人，貧 しい

人，苦 しんでいる人，謙遜 な人， これらの人

人にいつ も深い愛 を示すキンボール大管長や

その他の方々の模範に倣い，主 の弟子 として

働 きたい と思います。 もしもこれ を忘れたな

らば，決 して主の弟子 とはなれないことを私

は承知 しています。」

「私は神 と
，神の予言者 キンボール大管長

に，私の生涯 と活力 と，少 しではあ りますが

あらん限 りの能力 を，無条件にすべてお捧 げ

します。イエスがキ リス トであ り，神の御子

であることを知 っているか らであ ります。

救い主 もご存 じのように，私 は主の生 きて

おられ るこ とを知っています。ですか ら，喜

んでこの召 しと鍵 と責任 を引き受け，最善 を

尽 くす と約束申 し上げます。」

ファウス ト長老は現在，教会教科課程部の

管理部長，教会の月刊誌 『エ ンサ イン』『ニュ

ーエラ』『フレン ド』の編集長
，デゼ レトニュ

ーズ出版社取締役副社長 を兼務 している
。

また長老は，南米のゾー ン ・ア ドバ イザー

を務めてお り，国際伝道部 の部長 でもあった。

ファウス ト長老は， ジョー ジ ・A・ ファウ

ス トを父，エ イミー ・フィン リンソンを母 と

して，1920年7月31日 にユタ州デル タに生 ま

れた。その後，1939年 か ら1942年 までブラジ

ルで伝道に従事 し，帰国後合衆国空軍に入隊

した。空軍では少尉 とな り，第二次世 界大戦

中は，情報部の将校 を務めた。

ファウス ト長老は，1943年4月21日 .に， ソ

ル トレー ク神殿でルース ・ライ ト姉妹 と結婚

し，現在3男2女 の父親 である。

また長老は，1948年 ， ユ タ大学で法律の学

位を取得 して間もな く，ユタ州議会の議員に

選出された。さらに1962年 には，ユタ州弁護

士協会の会長 に選 出され，市民権 と人種不安

に関する特別委員会で働 いた。 また，合衆国

遺言法律顧問院 と国際弁護士協会に も所属 し，

遺言な らびに遺産，信託財産法の改正に貢献

した。

ファウス ト長老はまた，長年教会で指導者

として数々の責任 を果たしてきた。17歳 でワ

ー ド部 日曜学校管理会長に召され，28歳 の時

にワー ド部の監督 となった。

1956年 には，35歳 でソル トレー クのコッ ト

ンウ ッド ・ステーキ部の部長に召され，1968

年 に ダラス地区担当の地区代表 に召されるま

で12年 間 この職 にあった。

そ してファウス ト長老は，1972年 の10月 大

会で，十二使徒補助 として支持 を受け，その

後， メルケゼデ ク神権MIA実 務部長，デゼ

レ トニュー ズ出版社取締役，教会福祉活動の

デ ィレクター を務めた。

長老が南米担当の地域担 当教会幹部 となっ

たのは1975年5月 で，それとともに，ファウ

ス ト長老一家はブラジルのサンパウロに転居

し、 ここで2年 間， 当地の教会指導者の指導

に当たった。

さらに1976年10月 に，ファウス ト長老は，

七十人第一定員会の7名 の会長 のひ とりに召

された。そ して，合衆国へ帰国 して間もなく，

南米担当のゾーン ・ア ドバイザー，お よび国

際伝道部部長の召 しを与えられたのであった。
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W･グ ラ ン ト･バ ンガ ー ター長 老

七十 人第 一 定 員会 会長 に召 され る

ジェーム ズ･E･フ ァウス ト長老が使徒に

召 されたために生 じた七十入第一定員会会長

の空席は,七 十人第一定貝会会貝のW･グ ラ

ン ト･バ ンガー ター長老が埋めることが,キ

ンボール大管長 より発表 された。

また,ユ タ州バウンテフル在住のF･バ ー

トン･ハ ワー ド,カ ナダ･ア ルバー タ･カ ル

ガ リー在住のテデ ィー･E･ブ ルーアー トン,

ソル トレー ク･シ ティー在住の ジャック･H･

ゴー ス リン ド･ジ ュニアの各長老が,新 たに

七十人第一定員会会員 として召 された。

薩灘
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ブ ル ー ア ー ト ン長 老
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W･グ ラ ン ト･バ ンガ ー タ ー 長 老

ジ ャ ッ ク･H･ゴ ー ス

リ ン ド･ジ ュ ニ ア 長 老

リチ ャー ド･D･S･ク ワ ック 前仙 台伝 道部 長

LDS病 院 に入院 さ'れる
日本仙台伝道部部長

リチャード･D･S･ク ワック

仙台伝道部 のクワック前伝道部長は9月 に体の具合いを悪 くし,病 院

で治療 を受けてこられました。 しか し経過が思わ しくないため,先 頃,

ソル トレー ク･シ ティーのLDS病 院 に入院 され ました。 これに伴い,去

る10月,伝 道部長 の責任 を解かれ ました。これまでのクワック伝道部長

の献身的な働 きに感謝す るとともに,一 日も早 く健康が回復 されるよう

心 よりお祈 りしたいと思 います。
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キ リス トとク リスマス

第9代 大管 長

デ ビ ツ ド ・0・ マ ツ ク.イ

ク リスマス ●シー ズンになる と・私た制 ま
他のいかなる時期に も増 して， 人々のこ

とを考え， 自分の言葉や行ないに よって人々

を幸福な気持 ちにさせたいと望む ようになる。

ここに，真の幸福 のひけつがある。「わた しの

ため， また福音のために， 自分の命 を失 う者

は， それを救 うであろう。」(マ ル コ8：35)

この言葉は哲学的に聞こえるか も知れないが，

真のクリスマス精神があれば， この言葉 の意

味はよく理解 できる。

神 を愛 し，互いに愛 し合 うこと， これこそ

クリスマスのテーマである。そして， 「大 きな

喜 び」(ル カ2：10)を 最 初に告げ知 らせ た天

のみ使 いによって もた らされた神か らのメッ

セー ジである。

「いと高きところでは
，神に栄光があるよ

うに，地の上では，み心にか なう人々に平和

があ るように。」(ル カ2：14)言 葉 は簡単で

あるが，その意味はなん と深 く広 いことだろ

う。 クリスマスは，イエスが，(1)神 に栄光

を帰 し，(2)地 上 に平和 を約束 し，(3)す べ

ての人に神の愛を知 らせ るとい う使命をもっ

て，降 誕 されたことを祝 う時である。

この世 に生 を受けるすべての人が，イエス

の生涯が告げるこの3つ の栄 えある目的を受

け入れるならば， 入生 はどれ程快 く， また幸

福 なものとなるこ とだろう。 この目的 を理解

す る人々はすべて清 きこと，正 しいこと，誉

れあること，徳高 きこ と，真実なること，さ

らに人を完成へ導 くすべての もの を追い求め

るようになるであろう。 これ らの徳 は，神に

栄光 を帰 したいと願 う人々が求めているもり

だか らである。そのよ うな人々は，不純 なこ

と，不道徳 なこと，卑 しいことを遠 ざける。
はらから

人が同胞 を愛する望 みを起 こし，無私 と犠牲

の精神 を思わせ る優 しい言葉 と小さな行 ない

によってその望み を表わす時に，私 たちは皆，

人類の平和 と幸福に大 いに貢献することがで

きるのである。

クリスマスは，救 い主がお生 まれになった

時に，天のみ使 いたちによって告げ知 らされ

たあのメッセージを人々の中に成就 させたい

とい う望 みを新 たにし，最善 を尽 くすことを

決心す る時である。善 きこと，真実 なること，

麗 しきことを求め，神に栄光を帰そうではな

いか。また，神が私 たちに示 して下 さったそ

の同 じ愛 をもって互 いに愛 し合い， この地上

に平和 をもた らす よう励 もうではないか。
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